
は
じ
め
に

本
稿
は
、
天
龍
寺
妙
智
院
に
所
蔵
さ
れ
る
『
謙
斎
雑
稿
』（
以
下
、
本
書
）
の
翻

刻
・
紹
介
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
妙
智
院
第
三
世
の
策
彦
周
良
は
天
文
年
間
（
一

五
三
二
〜
五
五
）
の
遣
明
船
の
副
使
・
正
使
を
務
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
現
在
妙
智

院
に
は
、
そ
の
関
連
史
料
が
「
策
彦
和
尚
入
明
記
録
並
送
行
書
画
類
」
一
四
種
な
ら

び
に
三
一
種
と
い
う
二
つ
の
ま
と
ま
り
を
中
心
に
伝
存
し
て
い
る
。
本
書
は
こ
の
う

ち
三
一
種
に
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
大
日
本
仏
教
全
書
に
収
録
さ
れ
、
ま
た

牧
田
諦
亮
氏
に
よ
っ
て
も
翻
刻
さ
れ
て
い
る
（
（
（
が
、
本
書
に
つ
い
て
は
、
部
分
的
に
引

用
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
ま
と
ま
っ
た
翻
刻
は
こ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
。
本
稿

で
は
、
本
書
を
全
翻
刻
し
、
併
せ
て
そ
の
構
成
と
内
容
に
つ
い
て
簡
単
な
紹
介
を
行

な
う
こ
と
に
す
る
。

一
　
構
　
成

現
状
は
縦
二
六
・
三
セ
ン
チ
、
横
一
九
・
五
セ
ン
チ
の
四
つ
目
綴
の
冊
子
で
、
渋

引
の
表
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
。
全
二
八
丁
の
う
ち
、
一
七
丁
裏
の
末
尾
に
「
墨
付
十

八
丁
」、
二
八
丁
裏
の
末
尾
に
「
墨
付
十
一
丁
」
の
文
字
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら

元
来
別
々
だ
っ
た
冊
子
が
二
点
、
合
綴
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前
半
部
は

「
墨
付
十
八
丁
」
と
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
一
丁
不
足
で
あ
る
が
、
脱
落
し
て
し
ま
っ

た
の
か
数
え
間
違
い
に
よ
る
も
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
後
半
部
丁
裏
の
ど
下
部
に

は
丁
付
が
間
々
認
め
ら
れ
る
。
前
半
部
の
冒
頭
に
は
「
謙
菴
藁
」
と
あ
り
、
右
下
に

「
妙
智
禅
院
」
の
朱
方
印
（
方
二
・
九
セ
ン
チ
）
を
捺
す
。
後
半
部
に
は
内
題
・
朱

印
と
も
見
あ
た
ら
な
い
。

表
紙
に
は
左
肩
に
「
謙
斎
雑
稿
」
と
直
書
き
さ
れ
、
右
肩
に
「
妙
智
禅
院
」
の
朱

方
印
の
捺
さ
れ
た
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
印
は
冊
子
冒
頭
に
捺
さ
れ
る
も
の

と
同
文
・
同
書
体
・
同
寸
で
あ
る
が
印
影
に
僅
か
な
差
異
が
あ
り
、
一
方
が
覆
刻
と

見
ら
れ
る
。
表
紙
お
よ
び
外
題
の
書
き
様
は
、
同
じ
く
三
一
種
に
含
ま
れ
る
『
松
斎

梅
譜
』『
謙
斎
南
遊
集
』
と
共
通
し
、
あ
る
時
期
に
ま
と
め
て
整
理
さ
れ
た
際
に
付

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
謙
斎
雑
稿
」
と
名
付
け
ら
れ
た
の
も
、
お
そ
ら
く

は
こ
の
表
紙
が
付
さ
れ
た
と
き
で
あ
ろ
う
。
史
料
名
と
し
て
は
内
題
を
と
る
べ
き
で

あ
ろ
う
が
、
前
述
の
通
り
本
書
は
二
点
の
冊
子
が
合
綴
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
す
で
に
「
謙
斎
雑
稿
」
の
名
で
多
く
の
引
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
も
「
謙

斎
雑
稿
」
と
の
外
題
に
し
た
が
う
こ
と
に
し
た
。
な
お
策
彦
周
良
の
別
号
と
し
て
は

怡
斎
・
謙
斎
・
怡
雲
子
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、「
謙
菴
」
は
管
見
に
入
ら
な
い
。

史
料
紹
介天

龍
寺
妙
智
院
所
蔵
『
謙
斎
雑
稿
』

臼

井

和

樹

岡　

本　
　
　

真

須

田

牧

子
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本
書
の
大
半
は
策
彦
が
作
成
し
た
詩
句
で
占
め
ら
れ
て
い
る
が
、
応
酬
相
手
の
詩

句
の
ほ
か
、
書
籍
か
ら
の
抜
書
・
日
記
風
の
覚
書
・
作
り
か
け
と
思
し
い
句
の
書
き

付
け
な
ど
雑
多
な
も
の
も
含
ん
で
い
る
。
謙
斎
「
雑
稿
」
と
名
付
け
ら
れ
た
所
以
で

あ
ろ
う
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
詩
句
・
メ
モ
等
を
問
わ
ず
、
通
し
番
号
を
付
し
、
詩

題
・
詩
序
が
二
首
以
上
に
か
か
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
に
小
番
号
と
し
て
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
を
付
し
た
。
そ
の
結
果
一
六
三
種
二
二
一
点
を
確
認
し
た
。
前
半
部
は
一
二

二
種
一
三
九
点
、
後
半
部
は
四
一
種
八
二
点
か
ら
な
る
。

前
半
部
（
1
～
122
、
以
下
、
算
用
数
字
お
よ
び
算
用
数
字
＋
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は

後
掲
翻
刻
に
付
し
た
整
理
番
号
）
は
、
年
次
が
判
明
す
る
も
の
は
数
点
を
除
き
、
弘

治
～
天
正
年
間
（
一
五
五
五
〜
九
二
）
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
遣
明
副
使
・
正

使
の
任
を
終
え
た
あ
と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
作
品
だ
け
で
な
く
、
雑
多
な

メ
モ
を
も
含
み
、
筆
勢
は
区
々
で
あ
っ
て
、
折
々
に
書
き
付
け
ら
れ
た
も
の
と
判
断

さ
れ
る
。
詩
は
年
代
順
に
は
並
ん
で
お
ら
ず
、
以
前
作
成
し
た
も
の
を
ま
と
め
て
記

し
た
も
の
と
即
時
の
も
の
と
が
混
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
重
複
が
五
首
（
15

と
30
、
16
と
29
、
17
と
28
、
44
と
80
、
69
と
81
）
見
ら
れ
、
ま
た
あ
と
で
書
き
足
そ

う
と
思
っ
た
の
か
、
詩
題
・
詩
序
は
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
本
文
が
な
く
、
空
白
の

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
箇
所
も
見
ら
れ
る
。
前
半
部
最
後
の
120
～
122
は
天
正
七
年
（
一

五
七
九
）
四
月
一
六
・
一
七
・
一
八
日
付
の
日
記
風
の
覚
書
だ
が
、
策
彦
は
同
年
六

月
晦
日
に
寂
し
て
お
（
（
（
り
、
亡
く
な
る
二
ヶ
月
前
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
最
晩

年
ま
で
手
元
に
置
か
れ
て
い
た
雑
記
帳
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
後
半
部
（
123
～
163
）
は
、
確
認
し
う
る
も
の
は
い
ず
れ
も
天
文
年
間
の
も

の
で
、
入
明
中
に
作
成
し
た
「
再
登
金
山
寺
」
と
題
す
る
一
首
を
除
き
、
遣
明
船
搭

乗
前
後
に
周
防
山
口
滞
在
中
に
詠
ん
だ
詩
、
あ
る
い
は
応
酬
相
手
の
詩
を
中
心
と
す

る
。
書
き
か
け
の
も
の
は
な
く
、
メ
モ
・
抜
書
の
類
も
含
ま
れ
ず
、
筆
勢
は
一
様
で

あ
る
。
な
か
に
「
怡4

斎
」
を
「
牠怡4

斎
」
と
書
き
誤
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
（
151
）、

自
号
を
書
き
誤
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
と
す
れ
ば
、
後
半
部
は
策
彦
自
筆
で
は
な

く
、
後
人
の
手
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
も
年
代
順
で
は
な
く
、
類
別

と
も
言
い
難
く
、
山
口
で
詠
ん
だ
も
の
を
集
め
よ
う
と
し
た
と
い
う
以
上
の
意
図
を

読
み
取
る
こ
と
は
難
し
い
。

二
　
諸
書
と
の
関
係
お
よ
び
流
布
の
状
況

現
在
妙
智
院
に
伝
わ
る
策
彦
の
詩
集
と
し
て
は
、
本
書
の
ほ
か
、『
謙
斎
詩
集
』

『
謙
斎
南
遊
集
』
が
あ
（
（
（

る
。
こ
の
う
ち
『
謙
斎
詩
集
』
と
共
通
す
る
詩
は
五
七
首
、

策
彦
の
入
明
中
の
詩
を
集
め
た
『
謙
斎
南
遊
集
』
と
共
通
す
る
も
の
は
一
首
（
134
）

で
あ
る
。
ま
た
初
回
入
明
時
の
日
記
で
あ
る
『
初
渡
集
』
中
に
録
さ
れ
る
も
の
が
二

首
（
134
・
142
）、『
初
渡
集
』
に
は
詩
題
の
み
記
さ
れ
詩
句
を
欠
く
が
本
書
に
は
詩

題
・
詩
句
共
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
一
首
（
141
）、
二
回
目
の
入
明
時
の
日
記

で
あ
る
『
再
渡
集
』
の
表
紙
裏
の
余
白
に
書
き
付
け
ら
れ
た
も
の
が
四
首
（
5
・

9
・
13
・
15
）
見
ら
れ
（
（
（
る
。『
謙
斎
南
遊
集
』
な
ら
び
に
『
再
渡
集
』
と
共
通
す
る

詩
は
『
謙
斎
詩
集
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、『
初
渡
集
』
と
の
共
通
分
は
収
め

ら
れ
て
い
な
い
。

近
代
以
前
の
写
本
と
し
て
は
、
一
本
を
確
認
し
て
い
る
。
国
立
公
文
書
館
内
閣
文

庫
所
蔵
の
『
謙
斎
藁
』
と
題
す
る
冊
子
本
の
後
半
に
写
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ

る
（
以
下
内
閣
（
（
（
本
）。
こ
れ
は
一
丁
表
右
下
に
「
鹿
王
蔵
書
」
の
朱
長
方
印
が
捺
さ

れ
た
鹿
王
院
旧
蔵
本
で
、
最
初
に
『
謙
斎
詩
集
』
を
写
し
て
「
妙
智
以
家
本
謄
写

了
、
于
時
元（一
六
八
八
）

禄
元
年
臘
月　

日
、
鹿
王
院
家
什
」
と
奥
書
を
記
し
、
数
紙
の
白
紙
を

挟
ん
で
今
度
は
本
書
を
写
し
て
「
妙
智
家
本
謙
斎
藁
謄
写
了
、
朱
校
玄
竹
六
十
三
、
一

校
了
云
爾
、
元
禄
第
一
臘
月　

日
、
鹿
王
家
什
」
と
奥
書
を
記
し
て
い
る
。
一
見
す

る
と
本
書
を
丁
替
り
や
字
配
り
に
頓
着
な
く
頭
か
ら
謄
写
し
て
い
っ
た
も
の
の
よ
う

だ
が
、
よ
く
見
る
と
整
理
・
編
集
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
こ
と
は
以
下
の
諸
点
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

第
一
に
字
句
の
修
正
や
挿
入
記
号
に
よ
る
語
順
の
変
更
な
ど
は
す
べ
て
修
正
後
の
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も
の
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
本
書
に
お
い
て
は
詩
題
を
冒
頭
に
一
行
取
り
で

置
く
形
と
結
句
の
後
に
置
く
形
と
が
混
在
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
冒
頭
に
置
く
形
に

変
更
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
一
詩
題
に
か
か
る
詩
が
連
な
る
場
合
、
本
書
に
お
い
て

は
二
首
目
以
下
に
詩
題
と
し
て
「
同
」「
又
」
な
ど
を
付
す
場
合
と
詩
題
を
記
さ
ず

た
だ
連
ね
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
が
、
内
閣
本
は
各
首
に
対
し
て
「
又
」
を
詩
題
と

し
て
追
加
し
、
詩
題
を
欠
く
14
に
は
「
無
題
」
の
文
字
を
足
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

整
理
・
編
集
の
過
程
で
、
若
干
の
誤
解
も
生
じ
、
た
と
え
ば
117
に
は
末
尾
に
「
鄭
谷
蓮

」 

と
し
て
、
晩
唐
の
詩
人
鄭
谷
の
「
蓮
」
と
い
う
詩
の
引
用
で
あ
る
旨
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
内
閣
本
で
は
こ
れ
を
「
鄭
谷
蓮
」
と
い
う
詩
題
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
ま
た

159
は
結
句
の
後
に
「
怡
斎
散
釈
賛
」
と
策
彦
が
記
し
た
賛
で
あ
る
旨
の
記
載
が
あ
る

が
、
内
閣
本
で
は
こ
れ
を
や
は
り
詩
題
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
内
題
を
「
謙
菴4

藁
」

と
正
し
く
写
す
一
方
で
、
奥
書
に
は
妙
智
院
所
蔵
の
「
謙
斎4

藁
」
を
謄
写
し
た
と
あ

る
こ
と
な
ど
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
内
閣
本
が
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
に
写
し
た

の
は
本
書
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
本
書
前
半
部
の
冊
子
と
後
半
部
の
冊
子
と
を
、
統

一
基
準
を
設
け
て
整
理
・
編
集
を
加
え
な
が
ら
併
せ
写
し
て
「
謙
斎4

藁
」
と
名
付
け

た
別
本
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
163
は
本
書
が
下
二
句
を
「
旅
屋
漏
痕4

無
力

補
、
勅
奴
道
是
爾
于
茅
」
と
す
る
の
に
対
し
、
内
閣
本
は
「
旅
屋
漏
無
力
補
勅
、
奴

道
是
爾
于
茅
痕4

」
と
す
る
。
こ
れ
は
内
閣
本
が
参
照
し
た
本
が
、「
痕
」
を
書
き
落

と
し
た
の
で
末
尾
に
付
し
、
引
き
出
し
線
な
ど
何
ら
か
の
符
号
を
施
し
て
修
正
し
て

い
た
の
を
、
そ
の
符
号
を
書
き
落
と
し
た
結
果
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
、
こ
こ
か

ら
も
内
閣
本
が
別
本
か
ら
の
写
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

以
心
崇
伝
等
に
よ
っ
て
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
翰
林
五
鳳

集
』
は
、
鎌
倉
期
～
江
戸
初
期
ま
で
の
五
山
僧
の
詩
を
多
く
集
め
、
類
別
に
排
列
し

た
も
の
で
あ
（
（
（
る
。
策
彦
の
詩
も
多
く
採
録
さ
れ
て
お
り
、
本
書
に
収
め
ら
れ
る
策
彦

の
詩
に
つ
い
て
は
大
半
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
注
目
し
た
い
の

は
、
こ
の
な
か
に
「
謙
斎4

稾
」
と
注
記
を
付
し
、「
怡
斎
散
釈
賛
」
を
詩
題
と
す
る

形
で
159
の
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
こ
か
ら
『
翰
林
五
鳳
集
』
を
編
纂
す

る
際
に
参
照
さ
れ
た
の
も
本
書
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
内
閣
本
が
写
し
た
別
本
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

一
方
、
史
料
編
纂
所
は
一
八
八
五
～
八
八
年
に
妙
智
院
所
蔵
策
彦
関
係
史
料
の
謄

写
・
影
写
を
ま
と
め
て
行
な
っ
て
い
る
（
（
（
が
、
本
書
に
つ
い
て
も
一
八
八
八
年
に
「
謙

斎
雑
稿
」
と
し
て
謄
写
し
て
い
る
。
こ
れ
は
内
閣
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
整
理
・
編

集
の
形
跡
は
な
く
、
符
号
・
修
正
痕
を
残
し
た
ま
ま
の
謄
写
で
あ
っ
て
、
本
書
か
ら

の
写
と
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
頃
ま
で
に
本
書
は
前
半
と
後
半
が
合
冊
さ
れ
た
現
在
の

形
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
一
方
で
内
閣
本
が
参
照
し
た
「
謙
斎
藁
」
と
名
付
け
ら
れ

た
別
本
は
す
で
に
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
編
纂
所
作
成
の
謄
写
本
は
内
題
を
「
謙
菴
小
稾
」
と
す
る
。「
藁
」
の
草
冠

を
「
小
」
と
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
慶
應
義
塾
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
、
同
様
に

内
題
を
「
謙
菴
小
稿
」
と
す
る
本
書
の
写
が
所
蔵
さ
れ
る
。
こ
れ
は
幸
田
成
友
の
旧

蔵
本
で
、
一
〇
行
二
〇
字
の
藍
格
罫
紙
に
符
号
類
を
略
し
て
書
写
し
、
末
尾
に
「
西

山
妙
智
三
世
策
彦
和
尚
略
伝
」
を
付
し
、
外
題
を
「
謙
菴
小
稿

策
彦
小
伝
全
」
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
奥
書
等
は
な
い
が
、
内
題
か
ら
し
て
編
纂
所
謄
写
本
の
系
統
を
引
く
と
考
え
ら

れ
る
。

三
　
内
　
容

『
謙
斎
南
遊
集
』
所
収
「
晩
過
西
湖
」
詩
が
何
度
か
揮
毫
さ
れ
、
今
日
軸
装
の
形

で
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
（
（

が
、
本
書
所
収
の
詩
も
ま
た
、
そ
の

よ
う
な
形
で
の
伝
存
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
が
あ
る
。
大
石
利
雄
氏
は
現

存
す
る
、
も
し
く
は
か
つ
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
策
彦
の
著
賛
画
を

博
捜
さ
れ
、
本
書
や
『
謙
斎
詩
集
』
等
へ
の
賛
の
収
録
状
況
も
併
せ
て
「
策
彦
周
良

著
賛
画
リ
ス
ト
」
と
し
て
一
覧
に
さ
れ
て
い
（
（
（
る
（
以
下
本
リ
ス
ト
所
載
の
も
の
は

「
著
1
」
の
よ
う
に
リ
ス
ト
の
作
品
番
号
を
付
記
）。
た
と
え
ば
11
は
甲
斐
南
松
院
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（
著
6
）、
29
は
出
光
美
術
館
（
著
7
）、
39
は
尾
張
定
光
寺
（
著
8
）、
42
は
茨
城
県

立
博
物
館
所
蔵
の
「
渡
唐
天
神
図
」（
著
9
）
に
画
賛
と
し
て
添
え
ら
れ
て
い
（
（1
（
る
。
一

方
47
も
渡
唐
天
神
賛
で
、
こ
れ
は
「
未
受
用
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は

揮
毫
さ
れ
て
流
通
し
て
い
た
ら
し
く
、
大
田
南
畝
が
文
字
の
み
を
写
し
取
っ
た
も
の

が
伝
わ
っ
て
い
（
（1
（

る
。
7
は
栃
木
県
立
博
物
館
所
蔵
「
蔬
菜
図
」
に（（1
（

、
58
は
福
岡
市
博

物
館
所
蔵
「
霊
照
女
図
」
に（（1
（

、
134
は
大
和
文
華
館
所
蔵
「
金
山
図
」
に
添
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
（
（1
（

る
。
ま
た
44
神
農
賛
・
71
達
磨
賛
は
『
探
幽
縮
図
』（
著

37
・
38
）
に
、
85
は
『
白
鶴
帖
』
所
収
「
虎
渓
三
笑
図
」（
著
25
）
に
見
出
せ
（
（1
（
る
。

こ
の
ほ
か
86
ｋ
が
文
字
の
み
の
作
品
と
し
て
日
本
学
士
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
（
（1
（
る
。

こ
う
し
た
揮
毫
は
求
め
ら
れ
て
為
す
こ
と
が
多
く
、
本
書
に
も
求
請
者
と
し
て
多

く
の
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
67
ａ
・
ｂ
の
霊
照
女
賛
に
は
織
田
信
長
が
天
正
二
年

（
一
五
七
四
）
に
二
点
同
時
に
求
め
た
旨
の
注
記
が
あ
り
、
96
顔
回
賛
に
は
信
長
に

も
仕
え
た
楠
長
庵
が
求
め
た
旨
の
注
記
が
あ
る
。
89
范
蠡
泛
五
湖
図
賛
に
は
三
好
日

向
入
道
の
求
め
と
あ
り
、
こ
れ
は
三
好
政
権
の
中
核
を
担
っ
た
三
好
長
逸
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
諸
氏
と
の
交
流
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
ま
ず
冒
頭
に
「
次
称
名
院
殿

領　

御
衣
之
韻
」
と
題
す
る
詩
が
置
か
れ
て
い
る
（
1
）。
こ
れ
は
『
称
名
院
右
府

七
十
賀
記
』（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
、
函
架
番
号
405-

118
）
に
も
録
さ
れ
て
お
り
、
弘

治
二
年
（
一
五
五
六
）
三
条
西
公
条
七
〇
歳
の
賀
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
34
ａ
・
ｂ
は
竹
園
禅
宮
、
す
な
わ
ち
伏
見
宮
貞
敦
親
王
よ
り
団
扇
を
下
賜

さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
謝
礼
の
詩
で
あ
る
。

ま
た
14
は
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
近
衛
前
久
が
描
い
た
画
を
広
橋
国
光
が
得
た

の
を
記
念
し
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
衛
家
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
こ
の
ほ

か
に
近
衛
前
久
が
小
倉
山
で
紅
葉
狩
り
を
し
た
の
を
聞
い
て
詠
ん
だ
と
い
う
103
ａ
も

あ
り
、
続
け
て
前
久
と
そ
の
子
信
基
（
信
尹
）
の
和
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
（
103
ｂ
・

ｃ
）。
そ
の
直
前
の
101
・
102
は
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
一
〇
月
一
二
日
な
ら
び
に

一
三
日
に
聖
護
院
道
澄
（
近
衛
稙
家
の
子
、
前
久
の
兄
弟
）
に
献
上
し
た
と
い
う
詩

の
書
き
付
け
で
あ
る
。

94
は
「
清
芳
院
殿
春
天
東
一
大
姉
大
祥
忌
」
と
の
み
あ
っ
て
詩
を
欠
く
が
、『
謙

斎
詩
集
』
に
は
「
天
正
三
禩
五
月
某
日
、
清
芳
院
殿
春
天
東
一
大
姉
、
俄
然
厭
世
、

丁
終
焉
之
期
、
而
殊
有
告
逝
之
雅
詠
、
可
謂
女
中
大
丈
夫
也
矣
、
日
野
一
位
尊
閤
弗

勝
悲
嘆
之
至
、
列
六
字
宝
号
於
其
上
、
而
倭
哥
以
見
悼
焉
…
」
の
序
を
持
つ
追
悼
詩

が
見
（
（1
（
え
、『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
五
月
一
八
日
条
に
「
柳
原
北
向
煩
見
舞
ニ
行

也
」、
同
六
月
一
七
日
条
に
「
富
入
道
ヲ
シ
テ
柳
原
へ
北
向
訪
ニ
行
也
」
な
ど
と
あ

る
の
と
併
せ
る
（
（1
（
と
、
柳
原
資
定
室
の
三
回
忌
に
際
し
て
の
も
の
と
知
ら
れ
る
。

策
彦
が
長
宗
我
部
元
親
の
請
に
よ
り
天
正
三
年
「
雪
蹊
」
の
号
を
撰
し
、
併
せ
て

そ
の
室
の
た
め
に
「
水
心
」
の
号
を
撰
し
た
こ
と
は
『
大
日
本
史
料
』
同
年
四
月
是

月
条
に
見
え
る
（
（1
（
が
、
73
は
同
じ
年
、
弟
子
の
玉
汝
琳
公
の
請
に
応
え
て
、
玉
汝
の
父

で
あ
る
土
佐
の
大
黒
美
作
守
に
休
室
宗
徹
の
道
号
法
諱
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

『
謙
斎
詩
集
』
に
は
「
土
陽
大
黒
氏
有
室
某
、
廼
予
門
生
玉
汝
蔵
局
之
萱
親
也
、
至

孝
之
餘
、
出
紙
子
而
蘄
法
諱
与
別
称
、
々
曰
玄
永
昌
巌
、
遂
併
書
以
塞
請
之
次
、
一

偈
重
宣
其
義
、
九
毛
懸
讖
不
移
易
、
百
則
機
縁
猶
較
些
、
公
案
現
前
夾
山
境
、
嶺
猿

抱
子
鳥
㘅
花
、」
と
す
る
偈
が
収
め
ら
れ
て
お
（
（2
（
り
、
お
そ
ら
く
同
時
に
そ
の
室
に
も

道
号
法
諱
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
74
は
本
文
を
欠
く
が
、
同
様
に
玉
汝
の
仲
介
で

土
佐
の
吉
松
備
後
守
に
実
参
紹
玄
の
別
号
法
諱
を
与
え
た
も
の
。
70
も
や
は
り
玉
汝

の
仲
介
で
理
泉
尼
な
る
人
物
に
松
室
の
号
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
理
泉
尼
は
不
詳

だ
が
、
直
前
の
69
（
81
と
重
複
）
は
土
佐
の
波
川
宗
巴
に
以
月
の
号
を
与
え
た
も
の

で
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
の
人
物
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
大
黒
氏
は
長
宗

我
部
氏
の
一
族
と
さ
れ
（
（2
（
る
。
そ
の
当
主
の
子
が
策
彦
の
弟
子
と
な
り
、
長
宗
我
部
家

中
の
要
望
の
斡
旋
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。『
鹿
苑
院
公
文
帳
』
に

は
天
正
九
年
六
月
二
日
に
景
徳
寺
の
公
帖
を
得
た
玉
汝
周
琳
と
い
う
人
物
が
見
え
、

系
字
を
勘
案
す
れ
ば
玉
汝
琳
公
は
こ
の
人
物
に
あ
て
ら
れ
よ
う
。
97
・
98
は
天
正
六

年
七
月
一
六
日
に
土
佐
の
久
万
俊
宗
と
そ
の
室
に
道
号
法
諱
を
与
え
た
も
の
。
こ
ち
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ら
は
俊
宗
の
子
俊
家
の
請
に
よ
る
も
の
で
、
仲
介
者
の
名
は
見
え
な
い
が
、
同
じ
く

玉
汝
の
斡
旋
に
よ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

90
ａ
・
ｂ
は
天
正
五
年
五
月
に
対
馬
長
寿
寺
の
景
轍
䡘
公
が
詩
を
送
っ
て
き
た
の

に
和
し
た
も
の
で
あ
る
。
長
寿
寺
は
不
明
だ
が
、
景
轍
䡘
公
は
天
文
一
六
年
度
船
で

従
僧
を
務
め
た
景
轍
宗
䡘
で
あ
ろ
う
。
天
文
一
九
年
（
一
五
五
〇
）
に
帰
国
し
て
か

ら
二
五
年
余
、
晩
年
に
至
る
ま
で
交
流
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

周
知
の
よ
う
に
策
彦
は
天
文
八
年
度
船
で
は
副
使
、
天
文
一
六
年
度
船
で
は
正
使

を
務
め
た
。
こ
の
二
度
の
遣
明
船
は
大
内
氏
の
独
占
経
営
に
な
る
。
天
文
八
年
度
船

は
天
文
七
年
春
に
一
度
出
航
し
た
が
風
を
得
ら
れ
ず
博
多
に
引
き
返
し
翌
年
春
に
渡

明
し
た
。
策
彦
は
こ
の
風
待
ち
の
間
に
月
渚
英
乗
に
代
わ
っ
て
副
使
に
任
じ
ら
れ
、

北
京
ま
で
赴
き
、
同
一
〇
年
七
月
末
山
口
に
帰
着
、
つ
い
で
八
月
安
芸
出
陣
中
の
大

内
義
隆
の
元
に
赴
い
て
復
命
し
、
次
回
遣
明
船
の
正
使
を
拝
命
し
た
。
天
文
一
六
年

度
船
は
天
文
一
六
年
三
月
に
博
多
を
出
船
、
同
一
九
年
六
月
中
に
は
帰
国
し
た
も
の

と
み
ら
れ
（
（2
（
る
。
前
述
の
通
り
本
書
後
半
部
の
多
く
は
、
こ
の
遣
明
船
搭
乗
前
後
に
山

口
に
滞
在
し
て
い
た
際
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

自
伝
に
よ
れ
（
（2
（
ば
、
策
彦
は
天
文
六
年
二
月
、
大
内
氏
の
許
に
身
を
寄
せ
入
明
の
命

を
受
け
た
。
6
は
離
京
に
際
し
光
夫
馨
恩
が
催
し
た
送
行
会
で
、
策
彦
が
詠
ん
だ
も

の
。
一
方
154
は
丁（天
文
六
年
）

酉
仲
夏
に
策
彦
が
「
定
林
精
廬
」
で
「
夢
北
野
君
」
を
題
と
し
て

詩
会
を
催
し
た
こ
と
を
伝
え
る
が
、
こ
の
定
林
精
廬
は
山
口
滞
在
中
の
策
彦
の
居
所

で
あ
っ
た
定
林
寺
と
考
え
ら
れ
、
天
文
六
年
五
月
に
は
す
で
に
山
口
に
到
着
し
て
い

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

策
彦
が
定
林
寺
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
137
に
香
山
（
周
防
国
清
寺
）
の
祐
公

な
る
人
物
が
「
定
林
僑
房
」
に
訪
ね
て
き
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
判
明
す
る
。
当
然
定

林
寺
の
住
持
と
は
親
し
く
、
天
文
一
〇
年
秋
、
策
彦
が
無
事
に
山
口
に
帰
着
し
た
際

に
は
住
持
は
即
日
使
僧
を
派
遣
し
て
饅
頭
と
酒
を
贈
り
、
翌
日
に
は
自
ら
訪
ね
て
き

て
い
る
（『
初
渡
集
』
嘉
靖
二
〇
年
（
天
文
一
〇
年
）
七
月
晦
日
・
同
八
月
朔
条
）。

141
は
そ
の
定
林
寺
住
持
が
催
し
た
詩
会
で
策
彦
が
詠
ん
だ
も
の
で
、『
初
渡
集
』
に

は
「
楓
寺
暮
鐘
」
と
い
う
詩
題
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
詩
本
文
を
欠
く
も
の
で
あ

る
（
同
年
一
〇
月
一
二
日
条
）。
142
は
こ
の
詩
会
の
あ
と
酒
を
四
、
五
行
飲
み
、
列

席
し
て
い
た
覚
雄
寺
住
持
東
明
永
（
（2
（
杲
と
と
も
に
法
泉
寺
の
楓
を
見
に
行
っ
て
即
興
で

詠
ん
だ
も
の
（
同
日
条
）。
法
泉
寺
は
大
内
政
弘
の
菩
提
寺
で
、
大
内
盛
見
の
菩
提

寺
で
あ
っ
た
国
清
寺
や
大
内
館
に
も
ほ
ど
近
い
、
山
口
の
中
心
部
に
あ
っ
た
寺
で
あ

る
。
周
防
の
定
林
寺
と
し
て
は
秋
穂
の
熊
耳
山
定
林
寺
が
知
ら
れ
る
（
（2
（

が
、
詩
会
・
酒

盛
を
し
た
の
ち
、
そ
の
日
の
う
ち
に
、
秋
穂
か
ら
二
五
㎞
ほ
ど
も
離
れ
た
法
泉
寺
ま

で
紅
葉
を
見
に
行
く
の
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
一
方
法
泉
寺
か
ら
は
四
㎞
ほ
ど
離
れ
た

宮
野
に
は
か
つ
て
般
若
山
定
林
寺
が
あ
っ
た
と
さ
（
（2
（
れ
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
こ
ち
ら
の

ほ
う
が
相
応
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

160
～
163
は
玉
圃
景
敢
・
策
彦
周
良
・
孤
竹
軒
珠
宣
の
三
人
で
や
り
と
り
し
た
応
酬

詩
で
あ
る
。
台
風
で
居
住
の
寺
が
損
壊
し
気
落
ち
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
策
彦
が
見

舞
に
駆
け
つ
け
慰
め
て
く
れ
た
の
を
感
謝
し
て
玉
圃
が
詠
ん
だ
詩
（
160
）、
そ
れ
に

策
彦
が
次
韻
し
た
詩
（
161
）、
さ
ら
に
そ
れ
に
孤
竹
が
次
韻
し
（
162
）、
そ
れ
を
う
け

て
策
彦
が
詠
ん
だ
詩
（
163
）
が
続
く
。
玉
圃
の
居
住
寺
院
は
161
に
⿓
翔
禅
刹
と
見
え

る
が
不
詳
、
た
だ
161
に
は
「
余
偶
以
事
停
錫
於
防
城
」
と
あ
る
か
ら
こ
れ
も
周
防
の

寺
と
確
定
さ
れ
る
。
年
は
「
是
歳
七
月
之
末
」（
160
）「
今
茲
秋
七
月
」（
161
）
と
の

み
あ
る
が
、
孤
竹
は
天
文
八
年
度
船
で
策
彦
と
と
も
に
入
明
し
寧
波
で
客
死
し
た

の
（
（2
（
で
、
策
彦
・
孤
竹
の
二
人
が
と
も
に
周
防
に
い
る
七
月
は
天
文
六
年
に
限
ら
れ
る
。

143
は
そ
の
孤
竹
軒
を
「
桂
子
」
を
伴
っ
て
訪
ね
た
と
き
の
も
の
。『
初
渡
集
』
に

は
「
孤
竹
」
ま
た
「
珠
宣
」
と
の
み
現
わ
れ
る
の
（
（2
（
で
、「
孤
竹
」
が
軒
号
で
あ
っ
た

こ
と
は
こ
こ
か
ら
初
め
て
知
ら
れ
る
。「
桂
子
」
は
、
角
倉
了
以
の
父
で
医
者
と
し

て
知
ら
れ
る
吉
田
宗
桂
。
天
文
八
年
度
船
で
と
も
に
入
明
し
、
策
彦
に
近
侍
し
て

細
々
と
用
を
足
し
て
い
る
様
子
が
『
初
渡
集
』
に
見
え
る
。
同
席
し
て
い
た
才
伯
は

『
初
渡
集
』
に
「
才
伯
盛
上
司
」
と
見
え
、
渡
明
前
の
博
多
滞
在
中
に
し
ば
し
ば
文
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を
や
り
と
り
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

152
は
潤
叔
が
詠
ん
だ
七
言
絶
句
の
二
八
字
を
分
解
し
て
各
詩
の
最
終
文
字
と
し
て

使
い
、
二
八
首
と
し
た
も
の
。
も
と
の
詩
を
復
元
す
る
と
「
硯
氷
畳
畳
幾
時
融
、
筆

未
精
神
詩
未
工
、
若
把
才
華
比
春
色
、
人
皆
駿
紫
我
痴
紅
、」
と
な
る
。
潤
叔
は

『
初
渡
集
』
に
「
得
国
清
琴
浦
老
并
潤
叔
玉
公
侍
史
之
書
、」（
天
文
八
年
三
月
一
四

日
条
）「
国
清
老
携
覚
雄
寺
主
東
明
幷
潤
叔
玉
公
侍
者
、」（
嘉
靖
二
〇
年
八
月
朔

条
）
な
ど
と
見
え
、
渡
明
前
の
博
多
滞
在
中
に
し
ば
し
ば
文
の
や
り
と
り
を
し
、
ま

た
策
彦
が
副
使
の
任
を
終
え
、
山
口
に
帰
着
し
た
際
に
は
い
ち
早
く
見
舞
に
や
っ
て

来
た
人
物
で
あ
る
。「
天
戌
灯
宵
」
と
あ
る
が
、
天
文
戌
年
は
天
文
七
年
も
し
く
は

一
九
年
で
、
一
九
年
正
月
に
は
策
彦
は
寧
波
に
い
る
か
ら
、
こ
の
詩
の
戯
れ
は
七
年

正
月
の
こ
と
で
あ
る
。
下
向
し
て
数
ヶ
月
、
多
く
の
山
口
の
僧
と
交
流
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
124
・
125
の
「
寄
琴
甫
」
は
右
の
「
国
清
琴
浦
老
」、
国

清
寺
の
僧
琴
浦
に
寄
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

155
は
祈
祷
に
関
わ
る
筆
記
で
、
天
文
一
一
年
二
月
一
〇
日
付
で
あ
る
。『
初
渡

集
』
は
嘉
靖
二
〇
年
（
天
文
一
〇
年
）
一
〇
月
二
六
日
を
以
て
終
了
し
て
お
り
、
策

彦
が
い
つ
帰
洛
し
た
の
か
は
明
確
で
な
い
。
た
だ
『
鹿
苑
日
録
』
か
ら
天
文
一
二
年

二
月
に
は
在
洛
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
『
厳
島
野
坂
文
書
』
に
は
大
内

氏
奉
行
人
弘
中
正
長
が
厳
島
神
社
の
社
家
棚
守
房
顕
に
宛
て
、
策
彦
が
上
洛
途
上
に

同
社
宝
蔵
内
の
法
華
経
拝
観
を
希
望
し
て
い
る
の
で
便
宜
を
図
る
よ
う
依
頼
し
た
卯

月
一
一
日
付
の
書
状
が
残
（
（2
（
る
。
こ
こ
か
ら
す
れ
ば
策
彦
の
帰
洛
は
天
文
一
一
年
夏
頃

と
な
り
、
155
は
山
口
で
催
さ
れ
た
法
会
に
関
わ
る
も
の
と
確
定
さ
れ
る
。

一
方
、
策
彦
が
天
文
一
六
年
度
船
搭
乗
の
た
め
再
び
大
内
領
国
へ
下
向
し
た
時
期

も
明
確
で
な
い
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
は
140
な
ら
び
に
153
が
注
目
さ
れ
る
。
153
は
定

林
寺
の
蔵
主
を
務
め
て
い
た
天
英
に
、
天
文
一
五
年
正
月
に
偈
を
与
え
た
も
の
で
あ

る
。
か
つ
て
天
英
の
号
を
与
え
た
が
改
め
て
偈
を
求
め
ら
れ
た
た
め
に
執
筆
し
た
と

す
る
も
の
で
、「
遂
出
紙
、
需
贅
拙
偈
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
対
面
の
出
来
事
と
解
せ

ら
れ
、
こ
こ
か
ら
策
彦
は
天
文
一
五
年
正
月
に
は
山
口
に
到
着
し
て
い
た
と
推
定
さ

れ
る
。
先
述
の
通
り
定
林
寺
は
策
彦
が
初
渡
時
に
滞
在
し
て
い
た
寺
で
あ
る
か
ら
、

か
つ
て
与
え
た
と
い
う
の
は
初
渡
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

140
は
天
文
一
四
年
一
〇
月
に
、
暾
公
記
室
に
杲
叔
の
号
を
撰
し
偈
を
作
っ
て
与
え

た
も
の
で
あ
る
。
暾
公
は
不
詳
だ
が
「
香
積
派
下
」
と
あ
る
か
ら
香
積
寺
所
縁
の
僧

で
あ
ろ
う
。
香
積
寺
は
大
内
義
弘
の
菩
提
寺
で
開
山
は
石
屏
子
介
、
国
清
寺
に
隣
接

し
て
い
た
。
こ
れ
は
人
を
介
し
て
の
依
頼
で
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
山
口
滞
在
中
の

こ
と
と
は
確
定
で
き
な
い
が
、
天
文
一
五
年
正
月
に
山
口
に
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
二
月
前
の
こ
の
偈
も
ま
た
、
山
口
で
の
作
成
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
か
。
策

彦
は
同
年
六
月
五
日
に
博
多
承
天
寺
で
行
わ
れ
た
聯
句
会
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
か
（
（3
（
ら
、
以
上
か
ら
天
文
一
四
年
冬
ま
で
に
山
口
に
下
向
し
、
正
月
を
山
口

で
過
ご
し
た
後
、
同
一
五
年
夏
ま
で
に
博
多
に
移
動
し
て
い
た
と
、
そ
の
足
ど
り
を

追
う
こ
と
が
出
来
る
。

天
文
八
年
度
船
時
の
日
次
記
で
あ
る
『
初
渡
集
』
は
、
天
文
七
年
七
月
博
多
へ

戻
っ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
同
一
〇
年
一
〇
月
復
命
を
終
え
安
芸
か
ら
山
口

に
戻
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
終
了
す
る
。
天
文
一
六
年
度
船
時
の
日
次
記
で
あ
る
『
再

渡
集
』
は
、
嘉
靖
二
六
年
（
天
文
一
六
年
）
一
一
月
、
舟
山
に
滞
留
し
て
い
た
日
々

か
ら
始
ま
り
、
寧
波
を
経
て
上
京
し
、
帰
路
山
東
ま
で
戻
っ
て
き
た
と
こ
ろ
ま
で
の

部
分
し
か
残
ら
な
い
。『
謙
斎
雑
稿
』
は
遣
明
船
以
後
の
策
彦
の
活
動
の
一
端
を
垣

間
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
遣
明
船
搭
乗
前
後
の
策
彦
の
消
息
が
う
か
が

え
る
と
い
う
意
味
で
も
貴
重
な
記
録
な
の
で
あ
る
。

注（
1
）　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
遊
方
伝
叢
書
四
（
仏
書
刊
行
会
、
一
九
二
二
年
）、『
牧
田

諦
亮
著
作
集 

第
五
巻
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
六
年
、
初
出
一
九
五
九
年
）。
な
お

全
体
像
に
つ
い
て
は
村
井
章
介
他
編
『
日
明
関
係
史
研
究
入
門
』（
勉
誠
出
版
、
二
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〇
一
五
年
）
六
三
～
六
五
頁
表
1
参
照
。

（
2
）　
「
策
彦
和
尚
略
伝
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
『
妙
智
院
所
蔵
史
料
』

一
所
収
）、「
前
住
円
覚
策
彦
良
禅
師
行
実
」（
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
『
策
彦
和
尚
入
唐

雑
録
』
所
収
）。

（
3
）　

詩
集
・
南
遊
集
と
も
に
三
一
種
の
う
ち
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳

『
妙
智
院
所
蔵
史
料
』
八
所
収
。
ま
た
岡
本
真
・
須
田
牧
子
「
天
龍
寺
妙
智
院
所
蔵

『
謙
斎
南
遊
集
』」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
紀
要
』
三
一
、
二
〇
二
一
年
）。

（
4
）　
『
初
渡
集
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
『
妙
智
院
所
蔵
史
料
』
一
一
・

一
二
所
収
）。『
再
渡
集
』（『
同
』
一
三
所
収
）。

（
5
）　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
。
請
求
番
号
は
特
〇
六
〇
―
〇
〇
〇
六
。

（
6
）　

本
稿
で
は
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
所
収
本
を
参
照
し
た
。

（
7
）　

詳
細
は
『
日
明
関
係
史
研
究
入
門
』（
前
掲
注
1
書
）
六
三
～
六
五
頁
参
照
。

（
8
）　

妙
智
院
に
規
宗
知
蔵
の
た
め
に
揮
毫
し
た
も
の
が
残
る
ほ
か
、
早
稲
田
大
学
附
属

図
書
館
・
駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
に
も
所
蔵
さ
れ
、
ま
た
小
松
茂
美
編
『
日

本
書
蹟
大
鑑
』
第
一
〇
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
八
年
）
一
一
六
頁
に
も
掲
載
が
あ
る
。

（
9
）　

⼤⽯

利
雄
「
策
彦
周
良
の
画
賛
を
め
ぐ
っ
て
（
そ
の
一
）」（『
造
形
芸
術
学
・
演

劇
学
』
一
、
一
九
九
六
年
）。
う
ち
『
謙
斎
雑
稿
』
に
賛
が
確
認
で
き
る
も
の
と
し

て
九
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）　

11
は
『
⼭
梨
県
史
』
文
化
財
編
四
一
三
頁
、
29
は
高
橋
範
子
「
万
里
集
九
周
辺
の

画
事
に
つ
い
て
」（『
鹿
島
美
術
研
究
年
報
第
一
七
号
別
冊
』、
二
〇
〇
〇
年
）
図

九
、
39
は
『
愛
知
県
史
』
別
編
文
化
財
2
絵
画
六
七
三
頁
、
42
は
東
京
芸
術
大
学
大

学
美
術
館
・
読
売
新
聞
社
編
『
雪
村
』（
二
〇
一
七
年
）
図
一
〇
三
。
な
お
現
蔵
は

不
明
だ
が
著
29
「
渡
唐
天
神
図
」
に
添
え
ら
れ
る
画
賛
は
25
に
あ
た
る
（『
冷
泉
⼦

爵
家
及
某
家
書
画
器
物
展
観
⼊
札
』
⼤
正
七
年
一
二
⽉
）。

（
11
）　
『
蜀
山
余
録
』
巻
上
（
浜
田
義
一
郎
他
編
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
一
〇
巻
（
岩
波

書
店
、
一
九
八
六
年
）
所
収
）。

（
12
）　http://w

w
w
.m

use.pref.tochigi.lg.jp/exhibition/them
a/2023sekkou 

syou/index.htm
l

、
二
〇
二
五
年
八
月
二
八
日
閲
覧
、
以
下
同
）。

（
13
）　

伊
藤
幸
司
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
な
お
こ
れ
は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
ガ
ラ
ス
乾

板ID
31879

に
写
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
（https://w

ebarchives.tnm
.jp/ 

infolib/m
eta_pub/G0000002070607H

P_31879

）、
大
石
論
文
で
著
26
と
し
て

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
も
の
に
あ
た
る
。「
霊
照
女
図
」
に
つ
い
て
は
こ
の
ほ

か
68
が
添
え
ら
れ
た
も
の
が
以
前Y

ahoo! 

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
る （https://auctions.yahoo.co.jp/jp/auction/r1125982324

）。

（
14
）　

古
川
攝
⼀
「
策
彦
周
良
賛
「
⾦⼭

寺
図
」」（『
⼤
和
⽂
華
』
一
二
八
、
二
〇
一
五

年
）。

（
15
）　

44
は
京
都
国
立
博
物
館
編
『
探
幽
縮
図
』
下
（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
一
年
）
所

収
「
仏
像
祖
師
仙
人
花
鳥
獣
画
冊
」
の
う
ち
。
71
は
文
人
画
研
究
所
編
・
藪
本
荘
五

郎
発
行
『
探
幽
縮
図
』（
一
九
八
六
年
）
所
収
「
人
物
山
水
図
巻
」
の
う
ち
。
85
は

『
白
鶴
帖
』
第
三
冊
上
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
）
所
収
。

（
16
）　

小
松
茂
美
編
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
一
〇
巻
（
前
掲
注
8
書
）
一
一
四
頁
。

（
17
）　

妙
智
院
所
蔵
『
謙
斎
詩
集
』
に
よ
る
。『
続
群
書
類
従
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

第
一
三
輯
下
所
収
『
策
彦
和
尚
詩
集
』
は
末
尾
に
「
右
策
彦
和
尚
詩
集
以
浅
草
文
庫

本
補
之
」
と
注
記
が
あ
る
も
の
の
、
妙
智
院
所
蔵
『
謙
斎
詩
集
』
に
比
し
て
後
半
部

が
欠
落
し
て
お
り
、
こ
の
部
分
は
欠
け
て
い
る
部
分
に
あ
た
る
。

（
18
）　

遠
藤
珠
紀
・
宮
﨑
肇
・
⾦⼦

拓
「『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
正
⽉
〜
五
⽉
記
」

（『
早
稲
⽥⼤

学
図
書
館
紀
要
』
六
六
、
二
〇
一
九
年
）、
同
「『
宣
教
卿
記
』
天
正
三

年
六
⽉
〜
一
二
⽉
記
」（『
同
』
六
七
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
19
）　

関
連
し
て
山
本
大
「
長
宗
我
部
元
親
の
画
像
と
雪
蹊
寺
」（『
日
本
歴
史
』
一
八

〇
、
一
九
六
三
年
）
も
参
照
。

（
20
）　

妙
智
院
所
蔵
『
謙
斎
詩
集
』
に
よ
る
。
な
お
『
続
群
書
類
従
』
第
一
三
輯
下
所
収

『
策
彦
和
尚
詩
集
』
は
「
萱
親
也
」
以
降
を
欠
い
て
い
る
。

（
21
）　

山
本
大
前
掲
注
19
論
文
、
同
『
長
宗
我
部
元
親
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇

年
）
な
ど
。

（
22
）　
『
初
渡
集
』『
再
渡
集
』、
ま
た
『
大
明
譜
』（
岡
本
真
・
須
田
牧
子
「
天
龍
寺
妙
智

院
所
蔵
『
大
明
譜
』」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
紀
要
』
三
〇
、
二
〇
二
〇
年
）、「
嘉

靖
二
九
年
五
月
一
〇
日
浙
江
市
舶
提
挙
司
示
」（
大
庭
脩
「
芳
洲
文
庫
の
「
嘉
靖
公

牘
集
」
に
つ
い
て
」［
同
『
古
代
中
世
に
お
け
る
日
中
関
係
の
研
究
』
同
朋
舎
出

版
、
一
九
九
六
年
］
所
収
『
嘉
靖
公
牘
集
』
一
八
号
文
書
）
に
よ
る
。

（
23
）　
『
初
渡
集
』
嘉
靖
一
八
年
八
月
一
一
日
条
に
草
稿
が
記
さ
れ
、
ま
た
『
策
彦
和
尚
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行
実
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
『
妙
智
院
所
蔵
史
料
』
一
）
に
元
亀

四
年
四
月
一
六
日
の
年
紀
を
持
つ
、
ほ
ぼ
同
文
の
文
章
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
須
田

牧
子
「
妙
智
院
所
蔵
『
初
渡
集
』
中
解
題
」［
中
島
楽
章
・
伊
藤
幸
司
編
『
寧
波
と

博
多
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
］
三
八
〇
頁
）。

（
24
）　

玉
村
竹
二
『
五
⼭
禅
林
宗
派
図
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
五
年
）
二
二
八
⾴
。

「
東
明
和
尚
遺
像
讃
」（
相
国
寺
瑞
春
院
所
蔵
『
縷
氷
集
』
天
）
に
よ
れ
ば
、
塩
冶

佐
々
木
氏
の
出
身
で
南
禅
寺
に
出
世
、
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
七
月
一
日
六
八
歳

で
寂
、
足
利
学
校
で
学
び
、
ま
た
大
内
氏
の
外
護
を
受
け
周
防
の
覚
雄
寺
に
住
し
た

と
い
う
。
覚
雄
寺
は
山
口
の
糸
米
に
あ
っ
た
寺
（
山
口
県
文
書
館
編
・
発
行
『
防
長

風
土
注
進
案
』
第
一
三
巻
二
一
一
～
二
一
二
頁
）。

（
25
）　
『
防
長
風
土
注
進
案
』
第
一
四
巻
三
一
四
頁
。

（
26
）　

嘯
岳
鼎
虎
が
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
に
作
成
し
た
「
蓬
莱
山
説
」（『
嘯
岳
鼎
虎

禅
師
語
録
』
所
収
）
に
は
、
杉
重
良
の
先
祖
が
無
著
（
無
著
妙
融
ヵ
）
を
開
山
と
し

て
「
防
城
」
に
般
若
山
定
林
寺
を
建
立
し
た
が
兵
火
に
か
か
っ
た
こ
と
、
同
元
年
に

杉
重
良
が
同
寺
を
長
門
国
厚
東
郡
万
倉
郷
に
移
し
て
再
建
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。『
防
長
風
土
注
進
案
』
舟
木
宰
判
万
倉
村
蓬
莱
山
天
龍
寺
項
（
第
一
五
巻
一
一

三
頁
）
に
収
録
さ
れ
る
同
寺
の
縁
起
で
は
、
こ
の
「
蓬
莱
山
説
」
を
引
用
し
、「
防

城
」
を
山
口
宮
野
村
と
し
て
い
る
。

（
27
）　
『
初
渡
集
』
嘉
靖
一
八
年
閏
七
月
八
日
条
。

（
28
）　

孤
竹
が
珠
宣
で
あ
る
こ
と
は
『
初
渡
集
』
嘉
靖
一
八
年
五
月
一
一
日
条
参
照
。

（
29
）　
『
鹿
苑
日
録
』
天
文
一
二
年
二
月
九
日
条
、『
厳
島
野
坂
文
書
』
一
五
七
号
（『
広

島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
編
Ⅱ
）。
岡
本
真
『
戦
国
期
日
本
の
対
明
関
係
』（
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
二
二
年
）
一
一
〇
頁
参
照
。

（
30
）　

岡
本
真
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
聯
句
』
に
み
る
策
彦
周
良
の
周
辺
」（『
市
史
研

究
ふ
く
お
か
』
一
八
、
二
〇
二
三
年
）。

【
付
記
】
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費17K

03058

・25K
00493

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ

る
。
末
筆
な
が
ら
翻
刻
を
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た
妙
智
院
ご
住
職
島
見
周
隆
氏
に
あ
つ
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【 

凡
　
例 

】

・
底
本
に
は
天
龍
寺
妙
智
院
所
蔵
本
を
用
い
た
。

・
作
品
（
メ
モ
等
を
含
む
）
に
は
便
宜
通
し
番
号
を
付
し
た
。
ひ
と
つ
の
詩
題
・
詩

序
が
二
首
以
上
に
か
か
る
場
合
は
、
各
首
に
小
番
号
と
し
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を

付
し
た
。

・
原
則
と
し
て
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
た
。「
餘
」「
余
」・「
裡
」「
裏
」・

「
竜
」「
龍
」
は
マ
マ
と
し
た
。
略
字
は
マ
マ
と
し
、
本
字
を
校
訂
注
と
し
て
付
し

た
。
校
訂
注
は
〔　

〕
で
括
っ
て
示
し
た
。

・
予
・
余
な
ど
の
自
称
の
小
字
は
通
常
の
大
き
さ
で
起
こ
し
た
。
闕
字
・
平
出
・
擡

頭
は
適
宜
存
し
た
。

・
合
点
・
朱
合
点
・
朱
点
・
朱
圏
点
・
朱
線
・
朱
の
△
記
号
は
略
し
た
。
墨
の
○
△

等
の
記
号
、
ま
た
傍
訓
は
マ
マ
と
し
た
。
た
だ
し
引
き
出
し
線
を
用
い
て
文
字
の

入
替
を
行
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
入
替
後
の
形
で
示
し
、
挿
入
符
・
傍
記
等

に
よ
る
挿
入
箇
所
は
本
文
中
に
追
い
込
み
と
し
た
。
朱
字
は
『　

』
で
示
し
た
。

・
虫
食
等
に
よ
る
判
読
不
能
文
字
は
□
、
ま
た
は
文
字
数
を
は
か
っ
て
0
1
1
1
2

で
示
し
た
。
丁
替
は  

」
○
1

オ

（
1
丁
表
）・  

」
○
1

ウ

（
1
丁
裏
）
の
よ
う
に
示
し
た
。

・
原
則
と
し
て
、
詩
は
四
句
目
・
七
句
目
で
改
行
し
た
。
ま
た
詩
題
・
詩
序
・
詩
末

の
補
記
は
二
字
下
げ
に
統
一
し
、
詩
題
と
詩
序
が
併
記
さ
れ
る
場
合
は
詩
題
の
み

を
二
字
下
げ
と
し
た
。
結
句
の
後
に
詩
題
が
来
る
時
は
、
句
末
よ
り
五
字
下
げ
に

統
一
し
た
。
ま
た
年
紀
署
名
は
本
文
よ
り
三
字
下
げ
と
し
た
。

・
説
明
注
は
（　

）
で
括
っ
て
傍
記
し
た
。
年
紀
に
は
西
暦
を
付
し
、
寺
名
に
は
所

在
地
を
旧
国
旧
郡
に
拠
っ
て
付
し
た
。
た
だ
し
京
都
市
内
の
寺
は
こ
れ
を
略
し

た
。
山
号
に
は
寺
名
を
付
し
た
。
人
名
に
は
、
忌
日
供
養
や
死
没
を
悼
む
内
容
の

場
合
に
限
り
、
判
明
す
る
限
り
に
お
い
て
死
没
年
月
日
を
記
し
た
。

・
そ
の
他
、
説
明
を
要
す
る
点
は
○
を
付
し
て
割
注
と
し
た
。

東京大学史料編纂所研究紀要　第36号　2026年 3 月　（168） 

天龍寺妙智院所蔵『謙斎雑稿』（臼井・岡本・須田）



【 

翻
　
刻 

】

「（
表
紙
）
謙
斎
雑
稿
」

謙
菴
藁

1　

文
物
風
流
天
下
稀
、
今
人
莫
恨
古
人
非
、
清
香
帯
得
朝
回
袖
、

夏
月
宸
梅
傍
袞
衣
、	

次
称（三
条
西
公
条
）

名
院
殿
領　

御
衣
之
韻

2　

遮
莫
少（杜
甫
）陵嘆
者
稀
、
不
須
伯（蘧
瑗
）玉悟
前
非
、
遐
齢
何
啻
万
年
計
、

天
上
新
頒
天
下
衣
、	

同
上　

未
受
用

3　

鬂
端
吹
雪
不
能
春
、
愁
与
年
華
日
々
新
、
吟
自
臈
前
到
三
月
、

北
方
為
有
似
梅
人
、	
和
東（建
仁
寺
）

山
梅（玉
英
）岑少
年
試
春
之
韻
時
維
三
月
、

4　

一
別
天
涯
奈
索
居
、
城
南
閑
却
読
残
書
、
秋
来
定
起
帰
歟
嘆
、

有
待
灯
窓
凉
雨
餘
、	

送
恵（東
福
寺
）
阜
玉（□
仝
）川尊
侍
赴
豊（豊
後
）州

5　

二
月
驪
宮
雨
始
晴
、
催
花
一
曲
最
関
情
、
君
王
祇
道
春
光
好
、

変
作
漁
陽
鼙
鼓
声
、	

明（李
隆
基
）
皇
撃
羯
鼓
催
花
図

6　

除
却
梅
花
誰
可
親
、
天
涯
奈
此
水
雲
身
、
明
朝
西
出
帰
関
去
、

縦
有
別
春
無
故
人
、	

賦
梅
花
送
人
南
遊
予
渡
唐
之
時
送
行
、

光（馨
恩
）
夫
禾
上
開
席
、

7　

誰
摘
嘉
蔬
期
客
来
、
世
間
野
菜
眼
中
埃
、
曹
丕
諸（亮
）葛
若
幷
按
、

一
味
秋
風
十
倍
才
、	

賛
客
来
一
味

8　

十
事
人
間
九
不
平
、
交
盟
未
理
話
離
情
、
洛
橋
霜
白
折
無
柳
、

手
把
寒
梅
聊
贈
行
、	

送
某
人
行
」
○
1

オ�

9　

陰
魄
飛
輪
蜀
魄
啼
、
愁
人
幽
夢
暁
猶
迷
、
一
声
聴
罷
不
知
処
、

月
落
空
山
老
樹
中〻西
、	

月
夜
聞
鵑
月（寿
桂
）

舟
禾
上
出
題
、�

10　

風
流
文
物
絶
凡
埃
、
天
上
霊
神
地
上
来
、
今
有
离
〔
離
〕騒
千
古
恨
、

画
工
何
事
又
忘
梅
、	

束
帯
天
神
賛
画
中
無
梅
、

11　

莫
道
凌
霄
隔
大
洋
、
神
遊
入
室
又
参
堂
、
向
来
敬
為
烏
頭
子
、

一
朶
梅
花
一
片〻瓣
香
、	

同
入
唐
天
神

12　

休〻
『
閑
』〻 坐
蒲
団
喫
草
魁
、
終
身
只
合
選
宗
材
、
吾
翁
一
見
梅〻桃
花
后
、

眼
底
別
無
李
杏
梅
、	

次　

見
桃
老
人
之
韻
見
桃
是
蒯
庵
斎
銘
、

13　

人
尽
名
奔
又
利
争
、
花
虽
〔
雖
〕乱
裡
慰
詩
情
、
年
々
不
改
春
風
面
、

公
道
世
間
唯
白
桜
、	

乱
裡
見
葉
室
桜
花

14
△
官
庁
芍
薬
墨
花
新
、
造
化
無
功
筆
有
神
、
雪
内
牡
丹
今
第
二
、

一
枝
別
置
四
時
春
、

此
乃
陽（近
衛
前
久
）

明
殿
下
之
官
画
、
而　

広
橋
亜（国
光
）相公

手
裡
春
也
、
一
日
高
朋
満

座
、
嘱
以
賛
詞
、
予
虽
〔
雖
〕弗

敏
、
以
時
命
難
辞
、
強
折
蜂
腰
而
添
蛇
足
云
、

　

永（一
五
五
八
）

禄
元
冬
之
仲

15
△
乱
裡
為
無
心
愛
楓
、
雄
山
々〻十
下〻歩
路〻九
難
通
、
林
間
煖
酒
曽
遊
寺〻処
、

今
日
煎
茶
焼
落
紅
、	

乱
中
赴
高
雄
見
楓
」
○
1

ウ�

16　

仏
法
何
曽
夢
見
之
、
大
唐
国
裡
本
無
師
、
阿
誰
会
此
江〻南
南〻来
意
、

問
著
梅
花
亦〻
『
也
』〻 不
知
、	

入
唐
天
神
賛

17　

栖
処
高
哉
十
八
公
、
却
嫌
野
寉
〔
鶴
〕上
来
同
、
鳥（道
林
）窠和
尚
縦
重
出
、

若
遇
斯
郎
立
下
風
、	

巣
松

18　

不
譲
扶
桑
一
国
師
、
看
他
移
化
又
吹
萎
、
小
春
無
頼
東
風
転
、

慧
日
上
方
梅
落
時
、	

�

謹
依　

広（惟
高
妙
安
）

徳
老
師
尊
匀
〔
韻
〕、

奉
悼
惜　

善
恵
大

（
彭
叔
守
仙
、

禾弘治
元
年（
一
五
五
五
）一
〇
月
一
二
日
寂
）

上
戢
化
、�

亀
陰
周（策

彦
）良九
稽
顙

19　

鴻
濛
未
判
露
堂
々
、
二
耀
元
来
同
一
光
、
月
窟
今
朝
芝
草
秀
、

日
輪
昨
夜
桂
花
香
、	

明
叔
之
号

明（元
揚
）叔、
乃
芸
之
興（高
田
郡
）
禅
竹（元
龍
）英之
小
師
陽
（
マ
マ
）公
上
司
、
就
予
求
雅
称
、
々
曰
明
叔
、

『　

』

『　

』

東京大学史料編纂所研究紀要　第36号　2026年 3 月　（169） 

天龍寺妙智院所蔵『謙斎雑稿』（臼井・岡本・須田）



20　

失
犢
帰
牛
信
脚
行
、
迢
々
野
径
緑
蕪
平
、
牧
童
不
見
在
何
処
、

知
入
深
村
喚
祭
声
、	

野
径
帰
牛
囗
〔
図
〕南
禅
真
観
禾
上
小
師
請
之
、

21　

期
君
勤
得
読
書
功
、
時
習
魯
論
睎
馬
融
、
絳
帳
他
年
定
開
講
、

灯
花
夜
々
対
残
紅
、	

岡
公
髫
年
試
筆
之
和
岡
公
時
読
侖
〔
論

吾語
〕、

22　

一
別
天
涯
懐
子（蘇
轍
）由、

履
穿
笠
破
瘴
茆
秋
、
彭
城
夜
与
蛮
村
夕
、

旧
雨
声
歓
今
雨
愁
、	

笠
履
東（蘇
軾
）坡図
南
禅
真
観
小
師
宣
首
座
□
〔
請
〕」
○
2

オ�

23　

千
里
同
風
天
一
方
、
中
華
何
敢
隔
扶
桑
、
南
詢
帰
去
無
餘
事
、

手
裡
梅
花
依
旧
香
、	

嗅
梅
天
神
賛
入
唐
図
、
妙
心
恕
首
座
乞
之
、
0
2　
　

濃
州
人
、

24　
　
　

惟
雲
字
説

昔
、
霊（釈
迦
）鷲祖

翁
、
油
然
興
脩
多
之
雲
、
沛
然
下
大
法
之
雨
、
等
持
也
文〻方
便
也
、

毫
光
也
肉
髻
也
、
其
餘
慶
太
夥
矣
、
焦
牙
敗
種
、
及
蠢
々
品
類
、
靡
弗
沐
其

沢
、
何
其
快
哉
、
于
后
香
至
季
子
碧（達
磨
）瞳開
士
、
不
遠
十
万
里
程
、
出
五
竺
之

雲
、
入
中
崧
之
雲
、
々
気
冉
々
、
度
九
白
之
墻
、
遂
触
可
師
五
峯
之
頂
、
膚
寸

而
起
、
邇
徠
、
尋
金
枝
摘
玉
葉
者
、
不
知
其
幾
多
、
凡
雲
之
為
物
、
縉
氏
官

焉
、
魯（伯
禽
）公書
焉
、
芒
碭
之
気
、
赤
漢
以
之
勃
興
、
蓬
莱
之
色
、
李
唐
以
之
全

盛
、
其
祥
瑞
不
遑
枚
挙
也
、
弘
安
年
中
、　

仏（無
学
祖
元
）

光
老
国
師
、
帯
凌
霄
雲
、
得
々

来
本
朝
、
於
是
、
仏
光
々
明
雲
、
飛
騰
仏
国
乾
坤
、
吾
雲（夢
窓
疎
石
）

居
帝
師
、
夢
雲
連
疎

山
、
而
靉
靆
無
幾
、
承　

仏（高
峰
顕
日
）

国
々
師
、
以
覆
蔭
后
昆
、　

絶（中
津
）海禅
匠
、
其
衝
楼

跨
竈
、
而
嘯
五
台
山
上
雲
、
亦
復
嚮
扶
桑
一
国
師
、
大
哉
至
哉
、
今
茲
秋
之

仲
、
小
友
琛（周
璘
）甫丈
持
楮
来
、
伝
紹
介
之
言
曰
、
土
陽
長（高
岡
郡
）
林
精
廬
有
佳
少
、
臻（瑞
臻
、其

諱津野
勝
興
）

、
願
翁
輙
字
之
、
且
作
説
以
見
還
、
則
何
幸
加
焉
、
予
因
問
俗
譜
則　

津
野

氏
華
冑
也
、
問
其
師
承
則　

絶
海
」
○
2

ウ

国
師
之
雲
仍
而
前
南
禅　

旭（瑞
杲
）岑和
尚

之
寧
馨
也
、
予
壮
歳
与　

和
尚
忝
識
荊
之
好
、
蓋　

佳
少
有
雲
恋
故
岑
之
意
、

彼
此
豈
可
嶮
拒
乎
、
仍
以
惟
雲
副
焉
、
仄
聞
、　

佳
少
近
将
観
光
上
国
、
過
籍

吾（天
山龍寺
）、
今
也
、　

佳
少
王
筠
賦
紅
蘂
之
妙
齢
也
、
前
程
不
易
測
、
它
時
異
日

〻

〻

〻

〻

倘

能
内
師
仏
祖
跡
、
外
弄
文
章
雲
、
以
波
瀾
老
成
、
則
它
時
異
日
、
雲
興
八
部
登

龍
三
級
者
、
可
拭
目
而
誤
矣
、
然
則
天
瑞
有
五
色
、
人
瑞
有
仁
表
云
者
、
風
斯

在
下
乎
、
是
予
所
以
規
祝
之
不
浅
也
、
惟
雲
々
々
勉
旃
、

　

永（一
五
六
二
）

禄
五
歳
々
舎
壬
戌
中
宵
前
三
日

　

前
臨
川
策
彦
老
拙
周
良
書
于
城
西
草
堂

25　

北
野
神
祠
春
不
別
、
南
方
仏
法
月
無
辺
、
同
床
一
夢
径
山
夜
、

贏
得
梅
香
失
睡
眠
、	

入
唐
天
神
賛

26　

咲
破
虚
空
遊
市
鄽
、
錯
令
人
喚
掣
風
顛
、
布
嚢
一
担
重
多
少
、

中
有
百
千
兜
率
天
、	

布
袋

27
△
出
岫
無
心
到
処
家
、
斯
須
千
変
一
天
涯
、
縦
為
方
丈
曼
陀
雨
、

莫
散
加〔袈
裟
〕沙角

上
花
、 　
　
　
　
　

雲
室
右
、
宝
林
菴
苾
蒭
尼

宗
慶
首
座
之
号
、
洛
人
、
」
○
3

オ

28　

棲
在
前

処
高
哉
十
八
公
、
却
嫌
野
寉
〔
鶴
〕上

来
同
、
鳥（道
林
）窠禾

上
縦
重
出
、

若
遇
斯
郎
立
下
風
、	

巣
松

29　

仏
法
何
曽
夢
見
之
、
大
唐
国
裡
本
無
師
、
阿
誰
会
此
南
来
意
、

問
著
梅
花
亦〻也
不
知
、	

入
唐
天
神
賛

30　

乱
裡
為
無
心
愛
楓
、
雄
山
々〻『十
歩
九
』

下
路
〻

〻
〻 難〻
通
、
林
間
煖
酒
曽
遊
寺
『
処
』、

今
日
煎
茶
焼
落
紅
、	

乱
中
遊
高
雄

31‌

○
寺
在
城
西
々
更
西
、
愛
楓
好
是
卜
幽
栖
、
晩
風
錦
上
舗
花
去
、

冬
日
如
春
意
転
迷
、	

同
上

32　

白
桜
落雪
後尽
緑
陰
加
、
古
寺
鐘
疎
夕
照
斜
、
春
縦
不
来
非
可
恨
、

能（橘
永
愷
）
因
一
詠
四
時
花
、	

神
遊　

題
金（摂
津
島
上
郡
）

竜
寺

33　

任
他
春
色
去
無
蹤
、
花
在
能
因
名
下
濃
、
以
一
首
歌
鳴
百万
世
、

金
竜
寺
裡
夕
陽
鐘
、	

又

34　
　
　

維
時
孟
秋
之
杪
、
残
熱
猶
酷
矣
、
於
是
、

竹（貞
敦
親
王
）

園
禅
宮
忝
賜
団
扇
一
柄
、
何
栄
加
焉
、
欽
綴
卑
作
者
二
絶
、
非
敢
備　

尊
覧
、
聊
抽
衷
情
之
万
乙
云
、

a
偶□
頒
団
扇
出
深
宮
、
豈
与
凡
間
用
捨
同
、
我
有
二
天
帰
掌
握
、」
○
3

ウ
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寒
招
舜（姚
重
華
）
日
熱
尭（伊
祁
放
勲
）

風
、

b
非
啻
尋
常
官
扇
材
、
一
団
清
気
隔
塵
埃
、
人
間
残
暑
不
推
去
、

中
有
恩
風
天
上
来
、

35　

忽
開
法
窟
降
魔
宮
、
比
叡
名
高
日
本
東
、
逢
水
辺
僧
話
梅
月
、

慕
山
中
相
聴
松
風
、 

野
桃
春
浅
城

〻

〻

〻

〻

〻

晨
鐘
夕
磬
枕
無
夢
、 

雲
棟
雨
簾
詩
有
功
、 

縦
是
江
鴎
来
結
社
、 
一
閑
未
必
若
吾
翁
、

右
、
次
蒯
菴
老
人
之
韻
、
于
時
菴
在
湖（近
江
滋
賀
郡
）

西
井
〔
飯
〕室
、

36　

天
下
叢
林
唯
一
翁
、
声
名
圧
倒
璉（懐
璉
）兼嵩（契
嵩
）、十
三
刹
界
現
華
蔵
、

五
百
丈
枝
支
月
宮
、
終
日
講
筵
鐘
殷
々
、
毎
朝
法
会
鼓
隆
々
、

野
桃
春
浅
城
西
寺
、
不
知
幾
時
尋
小
紅
、

	

次
月（寿
桂
）舟禾
上
次〻

〻 歳
初
之
韻
匀
〔
韻
〕

37　

曽
無
隠
逸
避
風
塵
、
奈
此
佳
山
佳
水
浜
、
好
極
幽
探
遊
絶
境
、

停
橈
両
客
定
詩
人
、	

扇
面
山
水

38　
　
　

�

洛（建
仁
寺
）
東
之
福
聚
派
下　

玉
雲
主
盟
瓉
公
座
元
、
价
于
楮
児
、
見
需
雅
称
、
々

以
南
叟
、
仍
書
二
大
字
於
厥
上
、
係
一
伽
陀
於
其
下
云
、

不
借
尋
常
長
養
功
、
老
盧
過
嶺
振
宗
風
、
庭
前
有
箇
孫
枝
在
、

古
柏
参
天
百
廿
翁
、」
○
4

オ

39　

夢
裡
明
々
頓
契
機
、
遠
超
洋
海
扣
禅
扉
、
只
将
一
朶
小
梅
蘂
、

換
得
万
年
符
印
帰
、	

入
唐
天
神

40　

吟
忍
炎
蒸
到
夕
曛
、
檐
頭
繋
得
隴
頭
雲
、
々
仍
只
自
可
怡
悦
、

縦
作
奇
峯
争
贈
君
、	

夏
雲
多
奇
峯
天（真
燾
）
用
禾
上
出
題
、

41　

雲
到
劉（劉
邦
）家始
見
功
、
芒
碭
気
不
屈
秦
宮
、
覆
蔵
百
二
山
河
后
、

飛
入
新
豊
樹
色
中
、	

同
代
樗（等
樗
）
也
、

42　

凌
霄
峯
下
白
雲
衢
、
夢
裡
尋
師
称
毳
徒
、
試
問
梅
花
々
的
答
、

烏
頭
毒
薬
勝
醍
醐
、	

入
唐
天
神

43　

遠
登
径
塢
謁
禅
魁
、
夢
裡
明
々
伝
印
回
、
北
野
神
祠
祭
如
在
、

詩
人
千
載
拝
霊
梅
、	

同
上

44　

上
世
犠〻農
皇
惟
徳
馨
、
霊
苗
毒
薬
辨
畦
〔
町
町畦
〕、
由
来
換
骨
頤
神
術
、

収
入
禅
林
本
草
経
、	

神
農
像
之
賛

45　
　
　

�

慧（東
福
寺
）
阜
誠（韶

允
）叔雅
伯
、
依
劉
于　

大
智
院
頭
光（惟
高
妙
安
）

源
大
禾
上
之
門
者
久
矣
、
本
年

新
正
補
天
日
之
翌
、
携
一
二
同
游
而
造
詣
鞍
馬
北
寺
、
蓋
平
素
深
信
根

也
、
於
是
乎
、
和
尚
有
尊
作
而
」
○
4

ウ

擬
感
応
篇
、
且
見
祝
其
遠
大
、
予

亦
忝
受
続
貂
之
命
、
弗
省
瓦
礫
在
後
之
誚
、
勉
強
附
韻
尾
者
両
首
、
一
以

奉
応　

和
尚
命
意
之
厚
、
一
以
代　

雅
伯
上
馬
盃
云
爾
、

ａ
鞍
馬
三
寅
同
一
時
、
蔵
人
于
以
仰
瞻
之
、
万
春
富
貴
不
貪
宝
、

開　

大
智
花
過
舎
梨
、

ｂ
嶮
韻
難
攀
経
幾
時
、
七
盤
山
路
太
多
之
、
吟
鞍
馬
上
鞭
其
後
、

罰
酒
争
禁
太
白
梨
、	

謙
斎
拙
衲
周
良
拝
稿

46　

夢
中
万
里
往
敲
扉
、
径
塢
上
方
連
翠
微
、
当
甚
一
枝
頭
仏
法
、

将
梅
香
換〻転
桂
香
帰
、	

入
唐
天
神
賛
塞
龍
山
座
元
之
請
、

天
桂
禾
上
之
嗣
、

47　

漫
遊
向
外
誤
区
々
、
仏
法
南
方
只
箇
無
、
夢
裡
分
明
覚
胡
越
、

梅
花
依
旧
觜
盧
都
、	

同　

未
受
用
天（一
五
七
八
）

正
六
戊
寅
三
月
廿
九
0
2

万
福
恩
上
司
之
請
、

48　

匊〻花
有
延
年
名
不
空

〻

〻

〻

〻

〻

〻

、
早
匊
〔
菊
〕争
如
晩
匊
〔
菊
〕濃
、
重
陽
展
却
小
春
風
、

誰
移
月
窟

、」
○
5

オ

49　

菊
有
延
年
名
不
空
、
重
陽
展
却
小
春
風
、
誰
移
月
窟
姮
娥
草
、

収
入
長
生
薬
籙
中
、	

延
年
匊
〔
菊
〕光（惟
高
妙
安
）

源
禾
上
出
題
、
維
時
十
月
、

会
于
半
井
驢（光
成
）
庵
園
亭
、
有
匊

〔
菊
〕、

50　
　
　

仲（永
禄
一
一
年
ヵ
）

秋
題
松
月
軒

節
迫
中
秋
遊
興
多
、
庭
前
松
樹
夜
如
何
、
除
吾
十
客
九
佳
作
、

半
愧
蒼
宦
半
素
娥
、

51　

江
雨
霏
々
半
成
雪
、
風
吹
柳
絮
暮
春
天
、」
○
5
ウ
、�

	

前
後
、
余
白
ア
リ
、�

52　

入
鄽
垂
隻
手
、
笑
叫
掣
風
顛
、
皤
腹
虽
〔
雖
〕方
寸
、

中
容
兜
率
千
、	

右
、
捫
腹
布
袋
之
賛
、
塞
三
井
仏
城
坊
之
請
、

天（一
五
七
四
）

正
二
年
小
春
日
、

『　

』
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53　
　

△
雲
如
軒　

瀬（近
江
栗
太
郡
）

田
山
岡
美（景
隆
）作守
請
之
、
三
井
三
光
院
价
、
同
年
同
日
、

○
本
文

欠　

54　
　

△�

丁　

萱
親
友
室
良
益
禅
定
尼
年
諱
、
焼
香
之
次
、
聊
綴
一
祇
夜
、
供
牌
前

云
爾
、

別
来
六
十
四
年
先
、
光
景
虽
〔
雖
〕遷

物
不
遷
、
始
叫
生
天
黄
檗
母
、

誰
知
心
月
本
孤
円
、

　

元（四
年
、一
五
七
三
）

亀
癸
酉
蒲
月
七
日　
　

前
円
覚
策
彦
叟
」
○
6

オ

55　

東
超
海
漠
救
迷
情
、
万
里
長
江
一
葦
横
、
他
鬼
眼
睛
光
轆
々
、

眇
観
武（蕭
衍
）帝大
梁
城
、	

渡
江
達
磨
賛

56　

湖
辺
吹
雨
山
辺
雪
、
天
巧
円
成
両
画
屏
、
於
坂（近
江
滋
賀
郡
）

本

三
蜀
、

57　

風
水
洞
辺
渓
徇
横
、
蘇（蘇
軾
）公遠
送〻逐
李（李
節
推
）
公
行
、
東
君
有
意
浮
梅
蕚
、

先
使
人
知
労
待
情
、

右
、
李
節
推
待
東（蘇
軾
）坡図
、
為

泉
南
怡
公
侍
史
、

58　
　

〇
霊
照
女
賛

△
龐（龐
蘊
）老下
床
如
改
容
、
終
焉
時
節
太
龍
鐘
、
湘
江
未
蕩
家
財
先
、

截
断
衆
流
此
女
鋒
、」
○
6

ウ

59　
　
　

詠
酒
中
趣
天（一
五
七
三
）

正
元
某
月
、
泉
南
酒
、
主
人
請
之
、

挙
酒
銷
憂
終
日
閑
、
君
家
薬
訣
足
留
顔
、
任
他
夷
洛
兵
塵
暗
、

別
有
酔
郷
非
世
間
、

60　
　
　

桜
花

魏
紫
姚
黄
蔑
以
加
、
山
桜
紅
白
雪
交
霞
、
倩
誰
誇
説
中
華
去
、

日
本
不
名
唯
此
花
、

61　
　
　

楓

愛
酒
愛
楓
忘
世
艱
、
林
間
恰
似
坐
花
間
、
主
人
独
酌
非
無
伴
、

霜
葉
吹
紅
亦
酔
顔
、

62　
　
　

菊

漉
巾
元（陶
潜
）亮対
黄
菊
、
落
帽
孟
嘉
耽
碧
香
、
聴
否
園
中
胡
蝶
叫
、

傾
盃
日
々
是
重
陽
、	

63　
　
　

雪
」
○
7

オ

対
雪
樽
罍
惟
徳
馨
、
寒
餘
臈
味
可
延
齢
、
此
心
恐
出
孫
康
上
、

不
読
儒
経
読
酒
経
、

64　
　
　

茶

無
何
日
飲
旧
家
風
、
一
点
未
曽
論
世
功
、
若
累
茶
盃
消
酒
渇
、

三
千
尺
瀑
在
胸
中
、

65　
　
　

楷
法

書
名
遠
播
圧
諸
方
、
早
歳
中
年
知
幾
行
、
酒
後
縦
横
筆
飛
処
、

半
成
酔
素（懐
素
）半顛
張（張
旭
）、

66　
　
　

白
鴎

景
致
元
無
如
水
頭
、
相
攸
択
地
卜
居
不
、
春
声
撲
摝
近
聴
好
、

南
狎
江
鴎
西
海
鴎
、」
○
7

ウ

67　
　
　

霊
照
女
賛
天（一
五
七
四
）

正
二
年
甲
戌
春
、
応
信（織
田
）
長
公
之
命
、
同
時
賛
二
像
、

a
半
文
声
価
重
千
鈞
、
四
仏
之
中
独
露
身
、
心
月
孤
円
無
影
像
、

両
花
本
自
一
花
春
、『
万
象
之
中
独
露
身
、
古
句
、』

又

b
商
量
不
論
方
兄
直
、
交
易
全
旌
些
子
功
、
竹
漉
篱
〔
籬
〕中
貯
何
物
、

半
盛
明
月
半
清
風
、

68　
　

△
霊
照
女
賛
天（一
五
七
五
）

正
三
乙
亥
霜
月
、
塞
工
藤
新
左
衛
門
之
請
、

由
来
家
富
合
栄
々
、
販
竹
漉
篱
〔
籬
〕纔
養〻育
生
、
老
父
」
○
8

オ

祇
言
霊
照
女
、�

故
交
未
忘
孔
方
兄
、

69　
　

△
以
月
之
号

△
不
干
天
上
陰
晴
変
、
何
在
世
間
明
暗
頭
、
本
自
円
□
〔
成
〕点
無
欠
、

某
云
、
駐
顔
ヲ
留
顔
ト
東
坡
カ
シ
タ
ソ
、
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八
窓
夜
々
是
中
秋
、	

以（波
川
）月宗
巴
、
泉〻土
南〻陽
人
事
、

70
△
繞
屋
無
端
十
八
公
、
半
聴
雨
々
半
風
々
、
百
千
雷
吼
一
淵
黙
、

三
万
獅
床
方
丈
中
、	

松
室　

理
泉
苾
蒭
尼
請
、
玉（玉
汝
周
琳
）

汝
琳
蔵
主
价
、

71
△
遠
超
海
漠
歴
多
艱
、
錯
己
錯
人
梁
魏
間
、
大
小
達
磨
元
字
脚
、

空
留
隻
履
又
西
還
、

右
、
達
磨
賛
、
山
崎
某松田
与
三

人
請
焉
、

72　

浄愛宕
山光

坊　

木
綿
一
端　
『
返
銀
了
、』　

」
○
8

ウ�

73　
　
　

休
室
七
十
六
歳

〻

〻

〻

〻

参
得
真
珠
撤
帳
意
、
勘
過
主
杖
靠
床
機
、
浄
名
方
丈
容
座
夥
、

龐（龐
蘊
）老心
空
及
第
帰
、

土
陽
秦
氏
大
黒
作
州
太
守
之
第
二
子
玉（玉
汝
周
琳
）

汝
琳
公
知
蔵
、
観
光
以
来
、
寄
九

研
於
予
会
裡
者
有
年
于
茲
矣
、
以
故
一
日
就
予
為　

賢
考
求
法
諱
幷
道ダ
ウ

称
、
不
獲
嶮
拒
、
立
之
曰
宗
徹
、
曰
休
室
、
仍
綴
禅
詩
以
為
将
来
之
左
証
、

　

天（一
五
七
五
）

正
三
年
乙
亥

74　
　
　

�

土
州
人
事
、
吉
松
備（茂
景
ヵ
）
後
守
、
寄
楮
子
該
需
法
諱
別
号
、
紹
价
乃
予
門
生
玉

汝
琳
公
也
、
不
克
却
之
、
諱
以
紹
玄
、
字
以
実
参
、
仍
書
二
大
字
之
次
、

一
祇
夜
」
○
9

オ

重
宣
其
義
云
、

○
本
文

欠　

75　
　
　

�

天（一
五
七
六
）

正
四
稔
正
月
廿
二
日
、
奥
『
ヲ
ク
』丹

波
周
興
来
、
望
蔵
主
転
位
、
彼
僧
是
丹
之

口
郡
広
徳
寺
之
門
派
也
云
々
、
携
以
脇
指
一
幷
皆
朱
小
香
合
、

76　
　
　

�

同（天
正
四
年
）

年
仲
春
之
杪
、
東
福
寺
梅
墅
軒
月
渓
澄（聖
澄
）首座

、
以
事
赴
豊（豊
後
）州、

因
請
送

行
詩
、
々
云
、

天
涯
君
去
幾
時
回
、
立
尽
洛
橋
春
水
隈
、
新
柳
未
糸
難
繋
別
、

贈
行
二
月
一
枝
梅
、

恵（東
福
寺
）
峯
月
渓

（
聖
澄
）座
元
、
以
事
暫〻有
得〻
豊（豊
後
）州之
行
、
此
雖
云
暫
別
、
無不能
靡惻
々
□
〔
情
〕、
小

詩
以
代
贈
云
爾
、」
○
9

ウ

77　

信
衣
何
敢
足
争
之
、
一
任
道
明
上
坐
追
、
春
到
黄
梅
雖
不
別
、

南
枝
太
早
北
枝
遅
、 　
　
　
　
　

即
宗
之
号
諱
超
、

78　
　
　

題
金（摂
津
島
上
郡
）

竜
寺
天
正
四
年
丙
子
三
月
十
五〻一
日
、

桜
雪
映
山
々
更
奇
、
寺
楼
鐘
色
夕
陽
移
、
能（橘
永
愷
）
因
妙
語
驚
人
後
、

花
可
羞
題
我
悪
詩
、

79　
　
　

竜
王
水

暮
色
出
花
々
外
鐘
、
此
時
此
景
罕
遭
逢
、
山
桜
浸
顔
岩
間
水
、

昨
日
金
竜
今
白
龍
、」
○
⓾
オ

80　

上
世
炎
皇
惟
徳
馨
、
霊
苗
毒
薬
辨
畦
〔
町

町畦
〕、

吾
家
別
有
頤
神
術
、

収
入
禅
林
本
草
経
、 　
　
　
　
　

炎
帝
之
賛

81　
　
　

�

土
陽
人
事
、
波ハ
河
羽
州
太
守
、
法
諱
宗
巴
、
一
日
遠
寄
明
牋
而
蘄
別
称
、

輙
副
以
々
月
之
両
字
、
禅
詩
一
篇
証
之
云
爾
、

不
在
前

干
天
上
陰
晴
変
、
何
在
世
間
明
暗
頭
、
本
自
□
〔
円
〕成
点
無
欠
、

八
窓
夜
々
是
中
秋
、

82　
　
　

待
郭
公

な
か
て
な
る
雨
の
夕
へ
の
郭
公
山
田
の
し
つ
の
独
き
く
ら
ん
、

83　

都
あ
た
り
ま
つ
に
つ
れ
な
き
郭
公
山
す
ミ
の
身
や
初
音
き
く
ら
し
、」
○
⓾
ウ

84　

岡
松
野
梅
路
、
挫
雉
俊
鷹
雄
、
彩
羽
触
金
爪
、

命
軽
一
顧
中
、 　
　
　
　
　
　
　

俊
鷹
挫
雉
図
天
正
四
丙
子
小
春
、

85　

三
友
過
橋
笑
一
場
、
廬
山
静
処
却
忙
々
、
渓
童
相
顧
話
何
事
、

中
有
老
僧
醒
亦
狂
、 　
　
　
　
　

三
笑
囗
〔
図
〕新

甫
請
、

86　
　
　

屏
風
一
双
之
画
賛

a　

六
出
半
晴
連
四
郊
、
厳
寒
峭
々
仲
冬
交
、
点
無
凍
蝶
恋
霜
菊
、

只
有
幽
禽
立
雪
梢
、

b　

或
顧
風
枝
或
就
眠
、
一
双
凍
雀
酷
堪
憐
、
縦
寒
難
忍
少
留
宿
、

日
落
霜
筠
雪
竹
辺
、

夢
想
、
天
正
四
夏
、

同
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c　

雄
舞
晴
空
雌
憩
枝
、
春
閑
燕
子
日
長
時
、
柳
風
著
意
繋
韶
景
、

線
去
糸
来
細
々
吹
、」
○
⓫
オ

d　

数
夜
离
〔
離
〕群
一
隻
鶏
、
野
蹊
換
得
旧
時
栖
、
草
如
茵
処
堪
雌
伏
、

求
乳
衆
雛
侍
母
啼
、

e　

映
竹
夫〔芙
蓉
〕容帯

露
斜
、
枝
頭
幽
鳥
口
吧
々
、
人
心
羽
族
風
流
遠
、

貪
看〻見
飛
虫
不
見
花
、

f　

露
香
粲
々
無
名
草
、
春
色
濃
々
称
意
紅
、
可
咲
螳
蜋
恃
長
臂
、

命
軽
霊
狗
一
吞
中
、

g　

誰
入
春
門
慕
故（召
平
）侯、
因
懐
瓜
地
避
嬴（嬴
政
）劉

（
劉
邦
）、雨
餘
圃
老
無
人
護
、

野
鼠
飢
来
一
任
偸
、

h　

転
盻
三
春
已
作
空
、
可
憐
独
鳥
怨
天
工
、
尽
情
恋
々
如
求
友
、

放
一
声
々
竹
樹
風
、

i　

草
径
無
媒
絶
履
痕
、
荒
鶏
何
意
独
窺
園
、
昔
曽
舐
鼎
登
仙
否
、

試
問
桃
花
笑
不
言
、」
○
⓫
ウ

j　

藻
底
潜
鱗
解
辟
邪
、
翠
禽
影
落
水
之
涯
、
閑
居
眠
藕
計
何
事
、

心
在
窺
魚
不
在
花
、

k　

一
鳩
鳴
午
一
鳩
休
、
古
樹
々
腰
倶
戢
!

頭
、
俗
耳
砭
針
黄
鳥
外
、

春
来
十
雨
九
生
愁
、

l　

晩バ
ン

梅
二
月
殿
芳
辰
、
幽
鳥
喃
々
似
訴
人
、
宜
避〻慰
此
君
不
平
意
、

一
声
啼
破
数
株
春
、

87　
　

△
賛
杜
甫
象
〔
像
〕

千
古
詩
人
立
下
風
、
唐
朝
独
歩
浣
花
翁
、
天
令
遺
像
消
遺
恨
、

窮
尽
扶
桑
東
復
東
、」
○
⓬
オ

88　

五
月
牡
丹
風
亦
薫
、
又
如
吐
蘂
媚
東
君
、
花
色
春
後
千
金
価
、

人
再
来
難
当
半
文
、	

五
月
牡
丹
天（五
年
、一
五
七
七
）

正
丁
丑
五
月
日
、

89　

復
越
亡
呉
不
久
居
、
孤
舟
帰
去
勝
郷
閭
、
五
湖
煙
景
万
鍾
富
、

名
遂
功
成
楽
有
餘
、	

范
蠡
泛
五
湖
囗
〔
図
〕三
好
日（長
逸
）

向
入
道
之
求
、

90
a
非
啻
書
来
慰
暮
顔
、
且
添
華
席
伴
清
閑
、
欲
綴
野
詩
伸
寸
謝
、

日
暦
如
山
々
外
山
、

　
　

又

b
黒
甜
夢
遇
解
蒼
顔
、
覚
後
空
々
依
旧
閑
、
幾
捲倚
西
簾楼
摩
老
顔〻眼
、

望
透〻迷
複
水
又
重
山
、	

答
対
馬
長
寿
寺
景
蜟散
䡘
〔
轍
〕

公
見
寄
詩
和
来
匀
〔
韻
〕、

　

天（一
五
七
七
）

正
五
年
丁
丑
五
月
」
○
⓬
ウ

91　

百
尺
築
成
劉
表
台
、
歌
残
一
曲
野
鷹
来
、
海
青
威
気
圧
凡
羽
、

鉤
爪
剣
翎
俊
逸
才
、	

鷹
図
塞
落
合
請
、
玖
首
座
价
、

92　
　

△�

天
正
五
稔
丁
丑
八
月
二
十
八
日
、
理
中
周
料
監
寺
十
三
回
忌
、
其
徒
瑛
監

（
周
瑛
ヵ
）

寺
於
臨
川
営
弁
斎
筵
、
半
斎
供
養
一
堂
之
衆
、
予
焼
香
、

○
本
文

欠　

93　
　

△
同
年
霜
月
七
日
陽
春
、
々
耀
栄
公
首
座
七
年
諱
、

○
本
文

欠　

94　
　

△
清（柳
原
資
定
室
、天
正
三
年
五
月
日
没
）

芳
院
殿
春
天
東
一
大
姉
大
祥
忌
、

○
本
文

欠　

95　
　
　

束
帯
天
神
之
賛
無
松
梅
、　
天（一
五
七
八
）

正
六
五
月
十
三
日
、
養（伯
蒲
慧
稜
）

花
請
、

従
伝
衣
鉢
無
縫
印
、
高
叫
%

冠
巾
和
-尚
-来ト
$

、
更
有
画
工
不
工
処
、

唯
図
影
像
欠
松
梅
、

96　
　
　

顔
回
像
賛　
天
正
六
五
月
、　

楠
長（正
虎
）庵求
、

孔
門
弟
子
孰
尤
親
、
十
哲
科
中
第
一
人
、
北
巷
虽
〔
雖
〕寒
楽
無
極
、

四
時
意
足
杏
壇
春
、」
○
⓭
オ

97　
　
　

�

土
陽
人
事
、
久ク

万マ

豊（豊
後
守
）
州
（
俊
宗
）太
守
、
其（久
万
俊
家
）

令
似
得
々
遠
来
、
為　

貴
考
見
需
法
諱

幷
道
称
、
実
誠
志
之
至
、
可
嘉
尚
矣
、
輙
曰
宗
孝
、
曰
源
甫
、
本
于
孝
、

為
百
行
源
之
語
者
乎
、
禅
詩
一
篇
、
為
将
来
之
証
、

百
川
帰
海
絶
繊
塵
、
準
擬
濫
觴
始
自
珉
、
争
若
曹
渓
一
滴
々
、

（
宗
䡘
）
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溢
成
済
水
定
要
津
、
天（一
五
七
八
）

正
六
年
七
月
十
六
日
、

98　
　
　

�
土
州
人
久
万
次
郎
左
衛
門
尉
、
為　

萱
親
乞
法
諱
与
徽
号
、
々
以
妙
欣
惟

霖
、
仍
大
其
書
之
次
、
綴
一
祇
夜
係
于
其
下
云
爾
、
同
上
、

太
旱
雲
霓
蘇
渇
石
、
之
乎
者
也
更
難
酬
、
驕
陽
改
変
為
騎
雨
、

天
下
蒼
生
従
此
秋
、」
○
⓭
ウ

99　
　
　

奉
送　

規（慧
範
ヵ
）

岳
老
禅
見
還
枌
郷
此
老
禅
乃
関
山
派
之
僧
也
、
九
年
先
電
晤
、
今
又
来
、

偶
結
宗
盟
纔
一
年
、
交
虽
〔
雖
〕日

浅
意
深
然
、
両
郷
千
里
俄
分
袂
、

早
晩
重
談
文
字
禅
、
此
送
行
詩
、
因
乱
焼
失
、
重
書
以
与
之
、
携
以
白
布
、
天
正
六
寅
七
月
廿
有
三
、

託
此
便
、
稲
葉
似
斎
一（良
通
）鉄江

遣
書
札
、

100　

緬
懐
仙
女
乗
雲
古
、」
○
⓮
オ
、　

余
白
ア
リ
、

101　
　
　

�

天
正
戊六年
申〻寅
小
春十二
日
、
、　

聖
護

（
道
澄
）門

十
六
日
御
起
身
、

主
以
事
転
発
東
軫
、
予
今
耄
年
、
不
能
靡

惻
々
之
憂
、
謹
綴
小
律
、
以
奉
洩
离
〔
離
〕曠
之
卑
懐
云
、

洛
橋
立
尽
約
帰
期
、
万
里
東ニ
ス!

轅ヲ

天
一
涯
、
霜
柳
無
糸
小
春
浅
、

贈
行
聊
以
早
梅
枝
、

102　
　
　

�

小
春
十
有
三
日
、　

聖（道
澄
）護門
主
光
許
、
殊
見　

倭
哥
二
首
、
蓋
楓
葉
之
哥〻歌

也
、
予
翌
日
遣
顔
也
、
言
昨
日
光
臨
之
謝
之
次
、
野
章
一
首
奉
献
、

謹
呈
村
体
一
章
、
以
奉
謝
日
昨
之
光
許
、
情
見
于
詞
、
伏
希　

粲
擲
、

嵐
寺
蕭
条
独
対
楓
、
屈
駕
不
意
問
衰
躬
、
天
応
是
待
停
車
愛
、

霜
葉
吹
残
秋
遊
風
、」
○
⓮
ウ

103　
　
　

�

古
天
正
六
十
月
十
八
日

人
（
謝
応
芳
）云
、
十
月
小
春
、
一
年
好
景
、
○
亀
巣
集 

蓋
感
霜
葉
紅
於
花
之
時
之
謂
乎
、 

〻 天
正
〻

〻

小
春
過
半
之
頃
、

陽（近
衛
前
久
）

明
殿
下
偶
停　

高
馭
於
小
倉
山
寺
、
以
見
坐
愛
丹
楓
、
可
謂
追
媲　

宸

遊
故
事
也
矣
、
予
平
素
時ヨ
リ
〳
〵々

陪
侍
于　

鈞
座
之
側
者
稔
矣
、
今
也
聞
此　

台
遊
而
豈
可
黙
而
止
乎
、
謹
呈
上
野
律
一
章
、
以
奉
抒
卑
忱
之
万
乙
云
爾
、

ａ　

紅
葉
従
来
属
小
倉
、
緬
懐
曽
擅　

御
遊
場
、
楓
虽
〔
雖
〕秋
後
期　

台
覧
、

錦
上
添
花
昨
夜
霜
、」
○
⓯
オ

ｂ　

を大御
所
様
く
ら
や
ま
む
か
し
を
移
す
も
み
ち
葉
に

君
か
情
の
色
を
そ
へ
つ
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　

前（近
衛
）久

ｃ　

こ若御
所
様
と
の
は
の
な
さ
け
の
い
ろ
ハ
を
ち
こ
ち
の

木
々
の
も
み
ち
も
え
や
ハ
お
よ
は
ん　
　
　
　

信（近
衛
）基

104　
　

△
龐（龐
蘊
）居士

賛

此
郎
相
見
馬（馬
祖
道
一
）

師
後
、
匹
耐
叫
心
空
状
元
、
蕩
尽
家
財
更
一
宝
、

月
穿
湘
水
々
無
痕
、

105　
　

想
見
東（蘇
軾
）坡旧

居
士
、

斫
開
南
岳
好
峯
巒
、　
禅
林リン
十
」
○
⓯
ウ

106　
　
　

�

元（一
五
七
一
）

亀
二
稔
鞠
月
十
有
二
日
、
睿
〔
叡
〕山
嬰
兵
燹
、
三
院
一
炬
焦
土
矣
、
慨
嘆
之

餘
、
綴
以
八
、
以
記
焉
、

法
衰
比
睿
〔
叡
〕大
中
堂
、
嘆
息
丙
災
焦
上
蒼
、
天
子
願
輪
懸
日
月
、

山
王
権
現
歴
星
霜
、
湯
温
廿
四
郡
湖
水
、
灰
冷
三
千
刹
道
場
、

曽
有
白
鬚
神
託
在
、
七タ
ヒ-看ミ
ル

東
海ノ 

変シ
テ

 

為ル
コ
ト
ヲ

 

!

桑ト、

107　
　
　

入
唐
天
神
賛

仏
祖
元
来
総
不
知〻知
、
何
須
為
法
赴
天
涯
、
只
将
四
百
餘
州
鉄
、

鋳
出
梅
花
春
一
枝
、」
○
⓰
オ

108　
　
　
　

天（一
五
七
九
）

正
七
稔
卯
正
月
二
十
日

奉
贅

慧（東
福
寺
）
峯
天（光
沢
）倫尊
侍
試
春
之
芳
韻

風
光
先
自
履
端
催
、
春
色
新
従
筆
下
来
、
他
歳
期
君
徳
香
遠
、

木
蘭
元
是
不
名
梅
、	

亀
陰
周（策
彦
）良拝
稿

109　
　
　

叨
奉
蓙

今
茲
〻

〻

天（天
正
六
年
）

寅

相
看
馬（道
一
）

祖
結
生
寃
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東（建
仁
寺
）
山
剣
甫
佳
少
試
頴
之
草
什
同
年
正
月
之
杪
、
彭
蔵
主
之
新〻親
属
、

一
自　

君
詩
落
手
来
、
和
篇
漸
被
雨
相
催
、
影
香
句
有
薔
薇
論
、

好
向
東
山
評
品
梅
、

110
△
海
雲
生
岳
面
、
山
月
落
堦
前
、
古
句
、

111　

フ
モ
ト
ニ
ハ
千
里
ノ
浪
ヲ
カ
タ
シ
イ
テ
枕
ノ
下
ニ
有
明
ノ
月
慈（慈
円
）
鎮
禾
尚
、

無（近
江
滋
賀
郡
）

動
寺
ノ
景
ヲ
□
〔
詠
〕」�

○
⓰
ウ

112　
　

天（一
五
七
九
）

正
七
己
卯
々
月
二
日
、
釈
迦
堂
本
願
上
人
价
、
差
樽
一
荷
、
豆
腐
以
下
持
参
、

播
陽
喜
多
村
与
三
左
衛
門
尉
、
法
諱
宗
忠
、
一
日
寄
明
牋
需
道
称
、
々
以
勲

叔
、
輙
大
其
書
、
以
塞
其
請
云
、

○
本
文

欠　

113
△
無
為
真
人
現
面
門
、
智
恵
愚
痴
通
般
若
、
霊
光
分
明
輝
大
千
、

神
鬼
何
処
著
手
脚
、	
洞
下
道
元
老
古
錐
賛

114　
　

鍾
馗

○
本
文

欠　

115　

 

『
〇
天（一
五
七
九
）

正
七
稔
己
卯
々
月
十
四
日
、
初
聞
ーカン
コ
ト
リ

ー
ー
之
声
、
在
嵐
山
、

同
年
卯
月
十
四
之
暁
、
初
聞
杜
宇
於
枕
上
、』

116　
『 

文晋
公

（
重
耳
）謪〻譎
則
譎
、
唐
文
粋
、

可
重
考
、

孟（孟
軻
）子醇
乎
醇
、』

117
△
仏
愛
我
亦
愛
、
清
香
蝶
不
偸
、
一
般
奇
絶
処
、
不
上
婦
人
頭
、
鄭
谷
、

蓮
、

118　
『
続
臨
済
彔
〔
録
〕、

可
覔
、』

119　

竹
筧
引
泉
声
滴
々
、
松
窓
来
月
影
遅
々
、
中
峯
广
〔
広
録
〕
彔
」
○
⓱
オ

120　
　
　

�

天（一
五
七
九
）

正
七
年
己
卯
々
月
十
六今日
、出
石
倉
之
普
請
、

日
、
但
馬
垣
屋
方
来
、
于
時
在
臨
川
寺
前
而
対

面
、
携
以
一
緡
、

121　
　
　

�

同
十
七
日
、
得
肥
前
得
徹
首
座
之
書
、
恵
以
唐
墨
一
挺
、
其
門
下
之
二
僧

来
、
一リ
ハ名
碩
寛
、
位
首
座
、　　

其
年
四
十
九
、
携
以
黄
麗
、
一リ
ハ名
知
賢
、
位
蔵
主
、
恵
以
沈
香

一
両
、

122　
　

△
同
十
八
日
、
昨
夢
斎
之
子
息　

来
賀
、
携
参
百
疋
、
蓋
斎
名
之
礼
云
々
、

○
余
白

ア
リ
、

�

「（
異
筆
）
墨
付
十
八
丁
」」
○
⓱
ウ

　
　

料（
マ

マ

）

■
知

123　

料
知
菊
後
費
君
吟
、
節
去
蜂
愁
院
落
深
、
天
恐
風
光
都
断
絶
、

又
吹
秋
雨
入
楓
林
、 　
　
　
　
　

菊
後
遇
雨

124　

薄
暮
扣
門
驚
睡
誰
、
遠
労
書
信
碧
雲
師
、
怪
来
三
日
香
吾
口
、

蘇
合
甘
松
家
法
詩
、 　
　
　
　
　

寄
琴
甫

125　

四
海
禅
林
主
是
誰
、
大
唐
日
本
総
無
師
、
欲
知
臨
済
正
宗
旨
、

参
取
呉
江
楓
落
詩
、 　
　
　
　
　

同

126　

争
比
人
間
掣
電
歓
、
七
宵
長
有
二
星
残
、
銀
河
幷
按
黄
河
帯
、

水
縦
雖
枯
盟
不
寒
、 　
　
　
　
　

織
女
契
久　
　

野
釈
周（策
彦
）良

127　

天
為
牛
郎
通
好
不
、
西
風
依
約
旧
風
流
、
一
宵
便
作
万
年
計
、

烏
鵲
橋
頭
幾
度
秋
、 　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

代
人

128　

駐
春
紅
薬
似
紅
顔
、
年
少
叢
辺
転
往
還
、
今
古
雖
花
以
人
顕
、」
○
⓲
オ

三
韓
移
在
一
庭
間
、 　
　
　
　
　

見
高
麗
芍
薬

129　

紅
薬
花
前
作
勝
遊
、
満
庭
風
景
幾
風
流
、
一
枝
消
息
春
猶
在
、

莫
道
東
君
挽
不
留
、 　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

代
人

130　

秋
樹
色
従
霜
后
加
、
高
人
開
宴
暫
留
車
、
満
庭
詩
景
似
春
意
、

山
寺
丹
楓
城
寺
花
、 　
　
　
　
　

見
紅
葉

131　

夏
鶯
隔
葉
誤
誰
何
、
九
十
韶
光
一
刹
那
、
雖
続
花
中
管
絃
断
、

驚
人
緑
語
不
須
多
、 　
　
　
　
　

黄
鸝
隔
葉

132　

対
月
幾
回
裁
祝
章
、
年
々
不
改
旧
恩
光
、
秋
宵
興
勝
春
宵
短
、

好
坐
桂
花
飛
羽
觴
、 　
　
　
　
　

寄
月
祝

133　

聖
代
祇
今
罷
猟
遊
、
涼
蟾
皓
々
鹿
呦
々
、
不
須
驚
起
竄
脩
竹
、

月
照
半
弓
深
夜
秋
、 　
　
　
　
　

月
前
鹿　
　
　

代
人
」
○
⓲
ウ

134　

金（龍
游
寺
、南
直
隷
鎮
江
府
）

山
古
寺
記
吾
曽
、
一
葉
扁
舟
両
度
登
、
瓦
鼎
煎
茶
談
到
暮
、
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眼
青
頭
白
去
年
僧
、	

再
登
金
山
寺
南（謙

斎
南
遊
集
）

渡
ノ
内
、

135　

朝
訪
寒
梅
到
暮
鴉
、
初
冬
雪
白
小
横
斜
、
南
枝
却
晩
北
枝
早
、

陰
処
猶
多
頃
刻
花
、	

初
雪
問
梅

136　

六
出
初
吹
梅
較
遅
、
偶
乗
吟
興
問
南
枝
、
喜
吾
雪
裡
得
春
意
、

一
点
花
如
一
字
師
、	

同

137　
　
　

焼
灯
之
夕
○
「
焼
灯
」
ノ
右
傍
ニ

朱
長
方
印
郭
ア
リ
、

香（国
清
寺
、周
防
吉
敷
郡
）

山
祐
公
佳
少
、
見
枉
華
馭
於
定（周
防
吉
敷
郡
）

林
僑
房
、
予
時
有
不
意
之
事
、
不
克
拝

迎
、
遺
憾
無
措
、
謹
贅
」
○
⓳
オ

試
春
之
芳
押
、
兼
奉
謝
前
度
来
訪
云
爾
、

欲
写
愁
膓
愧
野
詩
、
孤
吟
未
了
立
多
時
、
一
宵　

君
到
不
相
遇
、

贏
得
鬂
辺
千
丈
糸
、

　

雛
道
人
怡（策
彦
周
良
）

斎
頓
顙
○
「
怡
斎
」
ノ
文
字
上
ニ
朱
長
方
印
郭
、

「
顙
」
ノ
文
字
下
ニ
朱
方
印
郭
ア
リ
、

138　

花
有
名
園
徳
有
隣
、
郷
談
換
尽
覚
情
親
、
九
夷
不
陋
詩
人
屋
、

正
与
洛
陽
同
此
春
、	

花
下
話
洛

139　

人
是
日
辺
吾
野
生
、
碧
桃
紅
杏
不
関
情
、
春
来
且
喜
聞
新
話
、

花
裏
尋
師
到
洛
城
、	

同
」
○
⓳
ウ
、

丁
付
「
二
」

140　
　
　
　
　
　

�

香
積
派
下
暾
公
記
室
、
价
人
需
雅
称
、
々
以
杲
叔
、
仍
書
二
大
字

於
其
上
、
係
一
伽
陀
於
其
下
云
、
○
「
香
積
」
ノ
右
傍
ニ

朱
長
方
印
郭
ア
リ
、

杲
叔　

梅
陽
一
個
老
師
兄
、
四
海
禅
流
尽
認
名
、
試
向
暗
昏
々
地
看
、

　
　
　

珊
瑚
樹
上
日
輪
明
、

　
　
　
　
　

�

天（一
四
年
、一
五
四
五
）

文
乙
巳
小
春
吉
辰　

前
臨
川
策
彦
叟
周
良
○
朱
方
印
郭

二
顆
ア
リ
、

141　

招
提
佳
境
費
新
吟
、
鐘
在
暮
楼
楓
在
林
、
静
向
眼
辺
聴
愈
好
、

鯨
音
十
杵
九
紅
音
、	

楓
寺
暮
鐘

142　

三
月
桃
花
輸
一
籌
、
作〻化
龍
楓
葉
泝
飛
流
、
赤
梢
不
改
銀
河
上
、

若
比
錦
鱗
風
馬
牛
、	

楓
葉
化
龍
得
牛
之
字
、
即
席
、

143
ａ
花
有
飄
零
人
晦
韜
、
残
紅
葉
底
罕
逢
遭
、
三
春
晩
似
元
嘉
末
、」
○
⓴

オ

餘
看
前
朝
一
酔
陶（陶
潜
）、

	

樹
底
残
紅

ｂ
九
旬
韶
景
八
旬
塵
、
転
盻
紅
稀
又
緑
新
、
容
易
過
墻
旧
時
蝶
、

不
知
葉
底
有
残
春
、	

同

維
時
旧
紅
留
春
、
新
緑
欲
夏
之
頃
、
予
偶
携
桂（吉
田
宗
桂
）

子
訪　

孤（珠
宣
）竹軒
主
、
々
盟

出
迎
一
咲
、
遂
挽
袂
帙
筵
、
以
唱
酬
五
十
韻
、
既
畢
事
将
曰
帰
、
主
盟
叔〻督

予
曰
、
今
也
雲
破
月
来
、
残
花
弄
影
、
奈
此
良
夜
、
何
子
豈
無
再
吟
乎
、

予
与
其
言
、
而
互
賦
樹
底
残
紅
者
数
聯
、
実
一
時
佳
也
、
時　

才（□
盛
）伯緇

郎

在
座
、
主
盟
為
之
置
酒
虚
左
矣
、
吁
、
雖
曰
慕
藺
文（杜
審
言
・
李
嶠
・
崔
融
・
蘇
味
道
）

章
四
友
、
有
名
而
無

実
者
、
唯
予
与
桂
子
而
已
、
雖
然
于
葭
玉
于
鵬
鷃
、
講
交
忘
形
者
、
蓋
古

今
之
」
○
⓴
ウ

恒
也
、
以
故
不
省
醜
陋
、
卒
走
筆
、
以
為
后
会
起
本
云
、

�

　
　

怡（策
彦
周
良
）

雲
子
志 

144　

日
暮
風
来
積
葉
稠
、
残
僧
擁
帚
立
渓
頭
、
只
因
揺
落
破
閑
味
、

不
信
青
廬
有
白
鴎
、	

渓
辺
掃
葉
夕
陽
僧
得
鴎
一
字
、

145　
　
　

賦
西
都
梅
招　

洛
之
策
彦
禅
伯
在
防
州

一
朶
西
飛
春
幾
回
、
紫
陽
梅
只
洛
陽
梅
、
代
花
伝
語
郷
人
去
、

不
改
清
香
又
待
来
、	

松
塢
元（駿
岳
）甫　

承（筑
前
那
珂
郡
）

天
寺

146　
　
　

�

承（駿
岳
元
甫
）

天
老
師
詩
以
見
寄
西
都
梅
花
遠
信
、
卒
奉�

	

攀
高
韻
、
索
千
里
一
咲
云
、

不
論
時
節
使
春
回
、
一
律
詩
香
九
月
梅
、
餘
習
愧
吾
労
遠
夢
、

尋
花
西
去
又
東
来
、 　
　
　
　
　

怡
斎
周
良
拝
頓
」
○
㉑
オ

147　

秋
寺
雖
深
路
易
通
、
亭
前
為
有
此
山
楓
、
天
公
写
出
新
図
画
、

霜
葉
斜
涵
澗
水
紅
、	

見
紅
葉
於
宝
〔
法
〕泉

（
周
防
吉
敷
郡
）

寺
、

148　

神
遊
々
遍
雪
生
涯
、
自
怪
夏
耶
非
夏
耶
、
想
可
南
人
無
此
夢
、

十
宵
八
九
定
楊
花
、	

暑
夜
夢
雪

149　

ヲ
ル
袖
モ
心
ノ
色
ノ
思
種ク

サ

ナ
ニ
ノ
ネ
サ
シ
ニ
ヲ
イ
シ
ゲ
ル
ラ
ン�

頤（湖
心
碩
鼎
）

賢　
　

150　
　
　

謹
奉
攀
高
歌
芳
韻
、
情
見
于
詩
、 　
　

等
樗
拝
々

相
思
託
草
至
秋
後
、
一
茎
不
改
青
眼
旧
、
無
媒
径
路
今
有
媒
、
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何
必
与
愁
根
争
茂
、	

代

151　
　
　

試
筆

周
道
中
興
日
、
夏
正
三
統
春
、
自
然
知
閏
暦
、
紅
入
牡
丹
新
、

　
　
　
　
　

牠怡
斎
〔
怡
〕

周（策
彦
）良○
朱
方
印

郭
ア
リ
、

」
○
㉑
ウ
、

丁
付
「
四
」
ア
リ
、

152　
　
　

�
潤（□
玉
）叔尊

契
有
春
首
佳
作
、
其
唱
高
而
寡
和
、
其
韻
嶮
而
難
攀
、
予
戯
分
二

十
八
字
、
押
之
篇
末
、
以
作
狂
斐
、
蓋
従
志
之
所
之
而
已
、
咲
擲
推〻惟
幸
、

ａ　

何
夕
往
敲
有
花
院
、
一
歓
未
必
如
掣
電
、
愁
膓
写
得
若
寄
君
、

須
弥
吾
筆
海
吾
硯
、

ｂ　

多
君
楷
法
有
師
承
、
下
筆
煙
雲
落
剡
藤
、
鉄
画
銀
鉤
何
所
似
、

若
非
逸
少
便
陽
氷
、

ｃ　

西
東
風
帆
又
浪
楫
、
愧
吾
生
涯
軽
於
葉
、
旧
交
易
違
況
新
交
、

咫
尺
千
里
山
重
畳
、

ｄ　

思
君
心
似
恋
花
蝶
、
清
容
況
与
素
聞
愜
、
離
歌
明
日
西
出
関
、

三
畳
々
々
又
三
畳
、」
○
㉒
オ

ｅ　

寺
古
壁
老
留
狂
斐
、
依
然
鶯
梢
与
燕
卉
、
曽
遊
屈
指
已
十
年
、

借
問
残
僧
今
有
幾
、

ｆ　

不
管
春
寒
花
較
遅
、
村
僧
疎
懶
分
之
宜
、
愁
工
夫
外
別
無
事
、

一
個
蒲
団
十
二
時
、

ｇ　

萍
寄
雲
遊
西
又
東
、
愁
情
多
在
黙
存
中
、
満
頭
雪
上
加
霜
去
、

陣
々
春
風
吹
不
融
、

ｈ　

餘
寒
暗
雪
満
蓬
蓽
、
非
梅
争
説
新
暦
日
、
狂
吟
自
愧
了
無
期
、

又
被
春
悩
呼
禿
筆
、

ｉ　

身
在
青
山
心
丹
扆
、
雖
春
猶
未
知
和
気
、
不
悟
餘
寒
勒
花
来
、

祗
言
正
月
喧
鶯
未
、

ｊ　

風
揺
松
竹
亦
書
声
、
勤
学
堂
前
春
夢
驚
、
期
在
佳
名
満
天
下
、」
○
㉒
ウ

生
平
覃
思
又
研
精
、

ｋ　

世
無
俊
逸
与
清
新
、
李（李
白
）杜

（
杜
甫
）唱酬
誰
共
論
、
唐
体
非
難
君
可
効
、

詩
奴
亦
是
祭
詩
神
、

ｌ　

一
年
過
了
一
年
来
、
毎
向
東
風
多
所
思
、
好
展
鶯
花
権
柄
手
、

尽
駆
春
色
入
新
詩
、

ｍ　

人
如
野
鶴
在
鶏
群
、
吾
似
蒼
蝿
附
驥
尾
、
春
来
花
亦
材
不
材
、

早
梅
落
尽
晩
梅
未
、

ｎ　

吾
興
未
濃
君
興
濃
、
能
令
才
思
与
春
同
、
筆
頭
従
一
生
花
后
、

始
信
人
間
有
化
工
、

ｏ　

旅
窓
斜
掩
春
寂
寞
、
新
年
感
君
尋
旧
約
、
寵
風
恩
露
及
花
不
、

臣
有
辛
夷
僕
杜
若
、」
○
㉓
オ

ｐ　

人
才
元
雖
有
取
捨
、
聖
恩
何
曽
分
明〻朝
野
、
々
生
同
楽
又
同
春
、

広
厦
万
間
茆
一
把
、

ｑ　

近
来
隠
逸
棄
如
埃
、
幾
日
皇
家
結
網
恢
、
半
是
池
塘
半
雲
雨
、

終
無
一
夢
及
賢
才
、

ｒ　

紅
塵
隔
断
白
漚
涯
、
不
繋
虚
舟
到
処
家
、
自
怪
春
来
数
宵
夢
、

片
時
合
眼
在
京
華
、

ｓ　

従
来
識
字
憂
患
始
、
胸
無
一
丁
亦
聊
爾
、
昨
日
忘
箒
今
日
苔
、

周
利
槃
特
是
吾
比
、

ｔ　

臣
負
君
耶
君
負
臣
、
生
来
不
遇
各
参
辰
、
当
時
厳（厳
光
）子成
何
事
、

只
合
終
身
在
富
春
、

ｕ　

人
間
万
事
付
一
黙
、
花
有
衰
謝
月
有
蝕
、
好
以
遐
寿
献
吾
君
、」
○
㉓
ウ
、

丁
付
「
六
」
ア
リ
、

青
松
不
改
古
今
色
、

ｖ　

三
十
年
来
多
病
身
、
除
形
影
外
与
誰
親
、
別
床
異
被
無
方
薬
、

意
足
不
求
秦（扁
鵲
）越人
、

ｗ　

旅
寓
無
詩
争
写
懐
、
夷
山
洛
水
隔
天
涯
、
聖
朝
棄
物
唯
吾
独
、

四
海
一
家
兄
弟
皆
、
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ｘ　

不
如
棄
人
間
解
印
、
功
名
未
立
霜
侵
鬂
、
請
君
勤
可
惜
三
餘
、

荏
苒
光
陰
疾
於
駿
、

ｙ　

只
為
焚
膏
油
継
晷
、
尽
道
名
下
無
虚
士
、
状
元
他
時
若
攀
花
、

姚
家
黄
耶
魏
家
紫
、

ｚ　

竹
君
在
右
花
在
左
、
引
詩
友
人〻入
春
風
座
、
山
林
叢
林
雖
無
差
、

除
却
同
門
誰
許
我
、」
○
㉔
オ

aa　

叢
籍
歎
吾
官
独
卑
、
従
天
所
賦
合
無
私
、
孔
丘
盗
跖
雖
同
老
、

聖
益
聖
兮
痴
益
痴
、

bb　

恨
人
不
足
恨
春
風
、
径
路
無
媒
何
日
通
、
独
立
柴
門
凝
望
眼
、

碧
雲
浅
処
夕
陽
紅
、

　

天（天
文
七
年
、一
五
三
八
）

戌
灯
宵	

怡（策
彦
周
良
）

雲
子
頓
顙

153　
　
　

天
英

在
防（周
防
吉
敷
郡
）

之
定
林
掌
蔵
局
者
、
諱
曰
宝
、
予
嘗
字
之
以
天
英
、
遂
出
紙
、
需
贅

拙
偈
、
其
志
不
可
拒
、
強
把
禿
筆
云
爾
、

一
枚
古
鏡
一
高
穹
、
万
象
森
羅
在
此
中
、
鉄
樹
花
開
祇
劫
外
、

栄
光
日
々
是
春
風
、

　

天（一
五
年
、一
五
四
六
）

文
丙
午
春
王
初
吉　
　

前
臨
川
策（周
良
）彦野
衲
」
○
㉔
ウ

154　
　
　

夢
北
野
君

夢
尋
北
野
旧
祠
堂
、
菅（菅
原
道
真
）

相
出
迎
情
不
常
、
縦
我
無
詩
有
神
助
、

炎
天
梅
蘂
覚
猶
香
、

余
遊〻游　

林
泉
緇
郎
、
一
宵
夢
与ト
%

菅
神
$

遇ア
ウ
ト
ミ
ル
、
蘧
-然ト
シ
テ

 

謂テ
!

余ニ
曰
、
願
公
仮

一
辞
而
及
諸
老
以
記
焉
、
則
幸
又
幸
也
、
余
塞
其
責
、
以
夢
北
野
君
為

題
、
遂
就　

定（周
防
吉
敷
郡
）

林
精
廬
、
帙
騒
筵
作
者
十
人
、
箇
々
負
英
、
才
秀
出
于
文

雅
之
林
者
也
、
曽（曽
慥
）端伯
花
中
十
友
可
想
見
矣
、
時
維
炎
天
得
神
助
於
梅
蘂

者
、
可
謂
枕
上
無
閑
夢
緇
郎
、
従
此
手
不
釈
巻
、
口
不
絶
唫
、
孜
々
而

勤
、
則
謝（謝
霊
運
）
家
春
草
風
、
斯
世〻在
下
乎
、
吁
、

　

丁（天
文
六
年
、一
五
三
七
）

酉
仲
夏
二
十
有
五
日　

怡
雲
子
漫
志
」
○
㉕
オ

155　
　
　

祈
祷
諸
経
品
目

奉
看
閲

大
般
若
経
全
部
六
百
巻
、

観
音
普
門
品
、
大
悲
神
咒
、
消
災
神
咒
、

満
散

大
仏
頂
万
行
秘
密
無
上
神
咒
、

右
、
攸
鳩
殊
勲
、
廻
向
十
恒
沙
仏
陀
耶
、
祝
献
尽
扶
桑
神
祗
等
、
顕
説
般

若
、
密
説
般
若
、
消
遣
群
魔
、
大
底
苾
蒭
、
小
底
苾
蒭
、
儼
然
一
会
、
宓
願
、

大
檀
越　
　
　

奕
葉
曄
々
、
寿
算
綿
々
、

英
略
冠
時
、
戦
必
勝
攻
必
取
、」
○
㉕
ウ
、

丁
付
「
八
」
ノ
残
画
ア
リ
、

蒼
生
懐
恵
、
近
者
悦
遠
者
来
、

輔
翼

皇
家
、
金
湯
仏
法
、

　

天（一
五
四
二
）

文
十
一
年
春
二
月
初
十
日
謹
誌

156　
　
　

暑
夜
夢
雪　
　
　
　
　
　
　

代
人　
　
　
　
　

風
雅
主
人

暑
自
黒
甜
郷
裏
疎
、
六
花
雖
夏
縞
茅
廬
、
朝
来
原
得
夜
来
夢
、

諸
老
清
詩
雪
不
如
、 　
　
　
　
　

同（マ
マ
）

157　

暁
天
堪
喜
一
場
夢
、
巽
二
涼
人
滕
六
堆
、

158　

却
疑
夢
作
白
鷗
去
、
不
受
人
間
紅
暑
塵
、

159　

顧
視
虚
空
笑
満
腮
、
閻
浮
兜
率
総
塵
埃
、
只
将
七
十
二
汀
月
、

一
布
囊
中
盛
取
来
、 　
　
　
　
　

怡（策
彦
周
良
）

斎
散
釈
賛
」
○
㉖
オ

160　
　
　

�
是（天
文
六
年
、一
五
三
七
）

歳
七
月
之
末
、
予
茅
屋
為
大
風
甚
雨
所
破
、
顧
若
無
尺
椽
者
、
不
忍
目

視
、
茲
有　

怡（策
彦
周
良
）

雲
翁
辱
見
問
予
平
安
、　

翁
曰
、
風
雨
皆
天
也
、
天
作
孽
、 

何
可
違
強
恨
秋
風
、
則
愚
益
益
聴
其
言
而
不
掛
懐
、
遂
坐
漏
痕
而
閑

話
、
々
罷
、
書
野
詩
二
章
、
奉
呈
上　

翁
、
以
需　

高
和
云
、
景（玉
圃
）敢頓
首
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ａ　

此
門
自
此
復
誰
敲
、
風
雨
夜
来
漂
我
巣
、
万
点
雖
無
飄
碧
瓦
、

三
重
唯
有
巻
黄
茅
、

ｂ　

風
伯
怒
号
秋
夜
寒
、
茅
飛
未
了
雨
漫
々
、
三
間
漏
尽
無
眠
処
、

恨
殺
床
頭
湿
不
乾
、

161　
　
　

�
杜（杜
甫
）少陵

有
茅
屋
為
秋
風
所
破
歌
、
千
載
之
下
膾
炙
于
牛
童
」
○
㉖
ウ

馬
走
之

口
、
可
謂
出
入
古
今
也
矣
、
余
偶
以
事
停
錫
於
防
城
、
今
茲
秋（天
文
六
年
、

七
月
、
卒一五

風三七
）暴

雨
、
神
昏
気
蹙
、
於
是
乎
、
白
茅
之
屋
、
黄
葉
之
寺
、
飄
瓦
摧
垣
者

非
一
、
龍
翔
禅
刹
亦
嬰
其
餘
殃
、
刹
主
玉（景
敢
）圃老
人
、
以
与
余
有
識
荊
之

好
、
往
問
之
安
否
、　

老
人
出
応
曰
、
風
雨
非
一
人
風
雨
、
々
々
乃
天
下

風
雨
也
、
苟
審
容
膝
之
易
安
、
則
楽
亦
在
其
中
矣
、
遂
出
攸
作
之
二
詩
、

以
見
需
拙
和
、
披
而
視
之
、
藹
然
有
杜（杜
甫
）陵庇
寒
之
気
、
不
意
李
唐
後
、
復

聞
大
雅
音
、
卒
続
貇〻貂
者
六
絶
、
且
感　

翁
高
懐
、
且
述
余
卑
懐
云
、�

	
�

周（策
彦
）良稽
顙

ａ　

公
好
甘
閑
避
客
敲
、
却
嫌
燕
補
去
年
巣
、
書
中
為
有
黄
金
屋
、

一
任
狂
風
来
抜
茅
、」
○
㉗
オ

ｂ　

門
厭
僧
敲
況
俗
敲
、
感
君
風
雨
護
書
巣
、
人
生
若
是
不
知
足
、

玉
殿
瓊
楼
亦
把
茅
、

ｃ　

閑
門
深
鎖
絶
推
敲
、
吾
恋
吾
郷
鳥
恋
巣
、
朋
在
遠
方
今
不
忘
、

憶
雖
風
雨
問
衡
茅
、

ｄ　

秋
縦
風
酸
又
雨
寒
、
詩
人
屋
宇
興
何
漫
、
長
々
短
々
費
吟
処
、

不
識
漏
痕
乾
未
乾
、

ｅ　

非
啻
閨
寒
衣
又
寒
、
夜
窓
風
雨
黒
漫
々
、
何
為
秋
到
人
間
早
、

鬂
葉
添
霜
楓
葉
乾
、

ｆ　

詩
律
君
無
賈
島
寒
、
袖
中
吾
有
禰
衡
漫
、
不
才
可
愧
一
場
和
、

疎
懶
多
年
筆
硯
乾
、」
○
㉗
ウ
、

丁
付
「
十
」
ア
リ
、

162　
　
　

�

龍
翔
主
盟
玉
圃
緇
郎
、
有
屋
為
大
風
所
破
之
二
詩
、　

策（周
良
）彦老
人
見
和
以

六
詩
、
嗚
呼
、
悪
何
必
悪
微
風
雨
焉
、
聞
許
多
善
言
乎
哉
、
予
也
辱
末
契

於
二
老
、
我
不
可
黙
止
、
遂
奉
塵
尊
韻
云
、
点
削
多
幸
、�

孤（珠
宣
）竹頓
首

ａ　

吟
仏
縦
来
門
不
敲
、
今
無
月
在
老
龍
巣
、
狂
風
送
雨
吹
連
夜
、

補
漏
為
君
誰
貢
茅
、

ｂ　

門
雖
設
厭
向
人
敲
、
平
日
蔵
書
独
護
巣
、
天
到
詩
辺
無
老
眼
、

秋
風
吹
巻
杜
陵
茅
、

ｃ　

旧
雨
来
人
今
雨
敲
、
嗟
君
一
日
忽
漂
巣
、
消
磨
未
尽
世
間
事
、

又
可
明
朝
労
結
茅
、

ｄ　

五
十
年
来
我
独
寒
、
回
頭
天
下
夜
漫
々
、
簷
間
積
雨
已
吹
断
、」
○
㉘
オ

涙
眼
濛
瀧
晴
未
乾
、

ｅ　

一
夜
読
書
風
雨
寒
、
疎
灯
影
裡
字
如
漫
、
我
今
老
矣
決
無
睡
、

聴
到
空
堦
点
滴
乾
、

ｆ　

吾
詩
倹
陋
与
酸
寒
、
君
筆
十
韓
幷
五
漫
、
唐
後
再
看
秋
雨
嘆
、

淋
漓
酔
墨
不
成
乾
、

163　
　
　

�

吾
龍（玉
圃
景
敢
）

翔
老
人
有
風
雨
偶
作
、
予
卒
効
顰
以
六
絶
、
孤
竹
翁
撃
節
而
畳
和
、

可
謂
錦
上
鋪
花
也
、
予
雖
鴑〻駑
鈍
、
倘
膠
口
、
則
風
流
之
倩〻債
難
償
、
重
前
韻

索
一
咲
於
三
文
友
、
只
恐
生
瓦
礫
在
後
之
誚
矣
、
伏
希
運
斤
、
周
良
拝
稿

雨
時
敲
勝
月
時
敲
、
誰
訪
門
頭
窄
似
巣
、
旅
屋
漏
痕
無
力
補
、

勅
奴
道
是
爾
于
茅
、

�

「（
異
筆
）
墨
付
十
一
丁
」」
○
㉘
ウ
、

丁
付
「
十
一
」
ア
リ
、
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